
信濃グランセローズ歓迎会

４
2007

(平成19年)

No.25

目　　次

平成１９年度予算………………………………２～５

市の情報通信基盤整備が始まります………６～７

３月の定例市議会報告……………………………８

市役所の組織等を一部変更………………………９

職員人事…………………………………………10

保育所あり方検討懇話会からの提言……………11

図書館の平日開館時間の延長を試行します……12

人権及び男女共同参画に関する計画を策定……13

花づくりコンテスト・花の苗の頒布希望者募集…14

｢高梨氏館跡｣国史跡指定記念講演会…………15

児童手当制度が拡充……………………………16

教育委員会だより…………………………………17

まちのできごと写真館………………………18～19

みんなのひろば………………………………20～21

お知らせ………………………………………22～25

健康だより…………………………………………26

働く婦人の家だより…………………………１～４

文化なかの……………………………………１～６

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・



平成１9年４月　広報なかの  ２３　平成１9年４月　広報なかの

会計別予算額
前年度比(％)予算総額会　計　名

1.9167億3,800万円一　　般　　会　　計

11.048億6,030万円国民健康保険事業

特別会計

△3.840億9,778万円老人保健医療事業

3.928億1,009万円介護保険事業

1.71億  442万円社会就労センター事業

△20.6818万円住宅改修資金貸付事業

△8.2184万円倭財産区事業

△15.2218万円永田財産区事業

7.1246万円中野財産区事業

118.07,565万円情報通信施設事業

△12.817億6,438万円下水道事業

1.15億8,124万円農業集落排水事業

1.5143億  852万円  　　　　　小　　　計

13.717億4,329万円水道事業企業会計

2.3327億8,981万円総　　　　　計

前年度比予算額項　　　目
10.2％57億7,049万円市 税
△3.9％49億　　　 円地 方 交 付 税
△4.3％45億　　　 円　　　　内訳）普通交付税
－　4億　　　 円　　　　　　　特別交付税
22.4％16億3,781万円国 県 支 出 金
15.7％8億7,972万円　　　　内訳）国庫支出金
31.2％7億5,809万円　　　　　　　　県支出金
34.2％15億2,580万円市 債
△1.0％8億1,287万円諸 収 入
△2.8％4億8,600万円地 方 消 費 税 交 付 金
△51.4％4億  120万円繰 入 金
13.1％3億5,784万円分 担 金 及 び 負 担 金

△50.7％2億9,000万円地 方 譲 与 税
32.5％2億2,595万円使 用 料 及 び 手 数 料
1.8％1億1,500万円自 動 車 取 得 税 交 付 金
－1億　　　 円繰 越 金

△43.0％5,000万円地 方 特 例 交 付 金
△5.3％　2,072万円財 産 収 入
△66.7％　1,100万円利 子 割 交 付 金
11.1％　1,000万円ゴルフ場利用税交付金
－　800万円交通安全対策特別交付金

166.7％800万円株式等譲渡所得割交付金
△50.0％700万円配 当 割 交 付 金
△78.9％32万円寄 附 金
1.9％167億3,800万円計

歳　入

歳　出
前年度比予算額項　　目

5.8％  44億3,169万円民 生 費

△11.0％23億9,360万円公 債 費

20.4％21億9,906万円総 務 費

2.6％19億4,502万円教 育 費

△1.5％18億2,298万円土 木 費

5.8％15億  236万円衛 生 費

△5.7％ 8億6,427万円農林水産業費

0.3％6億9,880万円消 防 費

△6.4％5億7,618万円商 工 費

△6.3％1億8,087万円議 会 費

△2.8％8,317万円労 働 費

0.0％4,000万円予 備 費

1.9％167億3,800万円計

　平成１９年度の中野市の予算が、３月定例市議
会において原案どおり可決され、一般会計予算の
総額は１６７億３,８００万円、前年度予算との比
較では３億１,６００万円の増で、率にして１.９パ
ーセントの増となりました。
　現在、市の財政状況は、全会計における起債の
償還がピークを迎えつつある中にあって、施設の
維持管理費の増加など、引き続き厳しい財政運営
を余儀なくされているところです。
　そのような状況の中で、今回は、中野市総合計
画のリーディングプロジェクトを中心に、重点施
策として、文化芸術振興、産業の振興・誘発、地
域情報基盤の整備、都市基盤の整備、子育て支援
等の福祉施策の充実など、各種事業について「限
りある財源」の中にあって、事業の見直し・精査
を行い、予算編成しました。
　なお、今後も健全財政の堅持を図るための歳出
削減策として、各種団体への補助金・負担金のカ
ットを、引き続きお願いするとともに、特別職等
の報酬の引き下げや事務事業評価結果も踏まえた
経常経費の縮減に、更に努めてまいります。
　ここで、予算の概要と主な事業をご紹介します。

　

平
成
十
九
年
度
は
、
九
つ
の
事
業
に

合
併
特
例
事
業
債
の
活
用
を
予
定
し
て

お
り
、
活
用
予
定
金
額
は
約
九
億
一
千

五
百
六
十
万
円
で
す
。

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

　

伝
送
路
の
整
備
工
事

②
消
防
施
設
整
備
事
業

　

防
火
貯
水
槽
を
四
基
新
設

③
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

一
本
木
地
籍
に
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設

整
備
及
び
平
野
児
童
セ
ン
タ
ー
の
施

設
増
設
整
備

④
博
物
館
整
備
事
業

北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
創

造
館
の
収
蔵
庫
の
整
備
と
展
示
設
計

⑤
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

⑥
公
園
整
備
事
業

　

一
本
木
公
園
の
整
備
工
事

⑦
市
内
案
内
標
識
設
置
事
業

　

案
内
標
識
及
び
市
内
案
内
板
設
置

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

合
併
特
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事
業
債
の
活
用
予
定
事
業▲市民の皆さんの文化教育の向

上のため、創造館に博物館を
整備します

　都市像の｢緑豊かなふるさと　文化が香る元気
なまち｣の実現に向け、中野市総合計画における前
期基本計画の計画期間に、先導的･重点的に取り組
む施策が「リーディングプロジェクト」です。
　今回の予算では、このプロジェクトに掲げた次
の３つの戦略を進める編成を行いました。
①「文化芸術」プロジェクト
  ～一人ひとりが芸術家　文化が香る信州中野～
 � 文化芸術活動の総合的推進
 � 市民組織の設立
 � 文化施設の整備
 � 既存施設の有効利用
②「産業誘発」プロジェクト
　～ここで働く　私たちのふるさと信州中野～
 � 企業誘致・産業立地の促進
 � 農業を起点とした産業振興策の実施
 � 観光誘客資源の開発
 � 公益的分野での経済活動の促進
③「高度情報化」プロジェクト
　～グッド・コミュニケーション　信州中野～
 � 地域情報化計画の策定・推進
 � 地域情報基盤の整備
 � 情報通信技術(ＩＣＴ)を活用した電子自治体
　　の推進
 � 情報通信技術(ＩＣＴ)の利用促進

｢ リ ー デ ィ ン グプロジェク ト ｣とは

一般会計
167億3,800万円

平成 1 9 年 度
予算

歳入

市税市税
57億7,049万円57億7,049万円
（34.5%）（34.5%）

地方交付税地方交付税
49億円（29.3%）49億円（29.3%）

国県支出金国県支出金
16億3,781万円16億3,781万円
（9.8%）（9.8%）

市債市債
15億2,580万円15億2,580万円
（9.1%）（9.1%）

諸収入諸収入
8億1,287万円8億1,287万円
(4.9％)(4.9％)

繰入金繰入金
4億120万円4億120万円
（2.4%）（2.4%）

分担金及び分担金及び
負担金負担金

3億5,784万円3億5,784万円
(2.1％)(2.1％)

地方譲与税地方譲与税
2億9,000万円2億9,000万円
（1.7%）（1.7%）

使用料及び使用料及び
手数料手数料
2億2,595万2億2,595万
円（1.3%）円（1.3%） その他その他

8億1,604万8億1,604万
円（4.9%）円（4.9%）

歳出

民生費民生費
44億3,169万円44億3,169万円
（26.5%）（26.5%）

総務費総務費
21億9,906万円21億9,906万円
（13.1%）（13.1%）

公債費公債費
23億9,360万円23億9,360万円
（14.3%）（14.3%）

土木費土木費
18億2,298万円18億2,298万円
（10.9%）（10.9%）

衛生費衛生費
15億236万円15億236万円
（9.0%）（9.0%）

農林水産業費農林水産業費
8億6,427万円8億6,427万円
（5.2%）（5.2%）

消防費消防費
6億9,880万円6億9,880万円
（4.2%）（4.2%）

商工費商工費
5億7,618万円5億7,618万円
（3.4%）（3.4%）

議会費 1億8,087万円(1.1%)議会費 1億8,087万円(1.1%)
労働費 8,317万円(0.5%)  労働費 8,317万円(0.5%)
予備費 4,000万円(0.2%)   予備費 4,000万円(0.2%)

教育費教育費
19億4,502万円19億4,502万円
（11.6%）（11.6%）
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　ここでは、中野市総合計画の施策体系に沿って、主な事業をご紹介します。
（�新 は新規事業、�拡 は拡大事業、そして�継 は継続事業を含む事業を表します）

�新 ・公共交通対策事業 …………………２,００７万円
（公共交通機関維持のため、廃止路線代替バスの
運行を委託するとともに、バス回数券購入に係る
経費の補助等を行うことにより、公共交通の運行
維持、利用促進を図る）

�新 ・地域情報基盤整備事業 ………５億５,３２４万円
（中野地域と豊田地域の情報格差を是正するため、
情報基盤の整備を行う）

�継 ・水防対策事業 ………………………１,８０７万円
（水防工法の知識及び技術を習得するため、水防
訓練を実施するとともに、備蓄資機材の整備を図
り、災害に備える）

�拡 ・消防施設整備事業 …………………３,５６１万円
（防火貯水槽の新設や小型動力ポンプの更新を行
い、消防施設の整備を推進する）

�継 ・広報広聴事業 ………………………１,３５０万円
（「広報なかの」等により市政の現状、計画等を市
民にＰＲするとともに、市民の多様なニーズ・要
望等を的確に市政に反映させるための事業を行う）

市民一人ひとりに開かれた
市民参加と協働のまちづくり１

�新 ・障害者在宅福祉事業 …………２億７,２６６万円
（在宅障害児(者)の社会参加の促進と生活の安定
を図るための各種事業を実施する）

�新 ・老人医療費適正化対策事業 ………３,３６３万円
（老人医療費の適正化を図るため、老人医療の制
度等について周知を図る。また、毎月のレセプト
の内容について点検を行う）

�新 ・社会就労センター事業 〈特別会計〉
　　　　　　　　　　　　 ……………４,９１８万円
（一般就労の困難な要保護者に対して就労の場を
提供し技能習得の支援を行い、自立助長を図る）

�継 ・健康教育相談事業………………………５０１万円
（生活習慣病の予防や健康増進などの健康に関す
る知識の普及啓発事業を推進する）

�継 ・健康増進健康診査事業 ………１億３,７９６万円
（生活習慣病の早期発見、早期治療及び予防意識
の高揚を図るため、各種健（検）診を実施する）

�継 ・介護保険事業 〈特別会計〉…２８億１,００８万円
（介護保険法に基づく各種保険給付を行うほか、
介護予防事業、家族介護継続支援事業等を行う）

思いやりと地域の連帯で
支える健康福祉のまちづくり

�継  �新 ・児童クラブ施設整備事業…………３,５１２万円
（児童センターの過密解消を図るため、児童クラブ
の施設整備を行う）

�新 ・放課後子ども教室推進事業………………２３６万円
（小学生対象の安全 ・ 安心な活動拠点を設け、 住民参画
による勉強やスポーツ活動等を行う事業を実施する）

�継 ・乳幼児医療費給付事業 ………………７,２２０万円
（就学前乳幼児の医療費を給付し、負担の軽減と乳
幼児の健康の増進を図る）

子どもの元気をふるさとの未来
につなげるまちづくり３

�継 ・保育所運営事業……………………５億１６１万円
（多様な子育てニーズに対応しながら、個々の子
どもの個性や発達段階に応じた保育を行う）

�
市
か
ら
の
情
報
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
情
報
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盤
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備
を
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平
野
児
童
セ
ン
タ
ー
に
児
童

ク
ラ
ブ
室
の
施
設
増
設
整
備

を
行
い
ま
す

２

�継 ・環境衛生事業 ………………………１,１２４万円
 （清潔で衛生的な生活の維持向上を図るため、廃棄
物の処理体制の徹底や衛生自治会活動を推進する）

�新 ・ごみ減量化・再資源化事業 ………４,２５８万円
 （分別の徹底を図り、ごみの減量化と再資源化を推
進するほか、リサイクル事業の意識啓発を行う）

�継 ・人権のまちづくり事業  ………………７９１万円
 （あらゆる差別撤廃及び人権擁護に向け、各種団体
と連携しながら、 人権尊重のまちづくりを推進する）

地球環境との共生と
豊かな心の人間社会づくり４

�
　

月
１
日
か
ら
プ
ラ
ス
チ

10ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別

収
集
を
実
施
し
ま
す

�新  �拡 ・遊休荒廃農地対策事業 ……………５５１万円
（荒廃農地の増加は、本市農業の大きな課題と
なっていることから、景観作物を含めた作物の
栽培を行う団体等の育成などに努め、遊休荒廃
農地の解消を図る。また、遊休荒廃農地の解消
に関する研究を行う）

�新 ・産業誘致推進事業…………………………６９万円
 （産業の振興や雇用の促進を図るため、地域の特性
を生かした産業誘発、企業立地の促進を図る）

�拡 ・売れる農業推進事業 ………………１,２５５万円
（市民等との連携による地産地消の推進、多様な
マーケティングの推進により農産物の消費拡大を
図る）

�拡 ・土人形の里づくり事業  ………………９２７万円
 （｢月の兔｣関連事業、土人形の広報事業等を複合的
に連動させながら、土人形の里づくりを推進する）

�継 ・西部農村総合整備事業 ……………４,１００万円
 （地域の多様なニーズに応じた農業生産基盤の整
備と農村生活環境の整備を総合的に実施する）

産業が連携し、
新しい価値を生み出すまちづくり５

�
土
人
形
資
料
館
近
く
に
設
置

し
た
巡
り
会
い
の
巨
石
の
周

辺
整
備
を
実
施
し
ま
す

地域が育て地域が守る
　　教育と文化のまちづくり６

安全・快適で機能的な
都市基盤づくり７

�新  �継 ・幹線道路整備事業…………１億３,６４１万円
（幹線道路の新設及び拡幅改良を行い、道路整
備を推進する）

�継  �新 ・公園整備事業………………１億２,８３６万円
（市民の憩いの場として一本木公園の整備拡
充を図るほか、中野小学校旧校舎を整備する）

�拡 ・道路維持事業費 ……………………６,８３２万円
（道路の破損個所等の修繕工事を施工し、維持管
理、安全確保に努める）

�継 ・街路整備事業 ………………………３,００７万円
（交通の円滑化を図るとともに歩行者の安全を確
保するため、街路の整備を行う）

�継 ・市営住宅整備事業 …………………１,１５５万円
（水洗化工事及び火災警報器設置工事を行い、市
営住宅の環境改善を図る）�

一
本
木
公
園
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
、
中
野
小

学
校
旧
校
舎
を
整
備
し

ま
す

�
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
向
け
て
建
設
工

事
を
進
め
ま
す

�継 ・小学校管理運営事業…………１億５,５１２万円
（児童の健全育成を推進するため、教育環境の充
実を図り、円滑な学校運営に努める）

�継 ・中山晋平記念館管理運営事業 ……１,９８８万円
（中山晋平に関する資料の展示公開や各種イベン
トの開催により、中山晋平の人と業績の紹介、晋
平メロディーの普及継承とともに地域文化の振興
を図る）　

�継 ・学校給食センター改築事業 …３億９,１８０万円
（平成18年度に引き続き、南部学校給食センター
の建設を行う）

�継 ・体育施設整備事業 …………………３,６９９万円
（体育施設を安全で快適に利用いただくため、施
設の整備・充実に努める）
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全
国
的
な
情
報
化
の
背
景

　

近
年
、
国
内
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド （
高
速
通
信
網
）、
携
帯
電
話
に
代
表

さ
れ
る
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
が
飛
躍
的

に
進
み
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
情
報
通

信
技
術 （
Ｉ
Ｃ
Ｔ
） の
利
用
が
増
大
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
を
中
心
と
し
た
超

高
速
通
信
へ
の
移
行
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
開
始
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
、
ま
す
ま
す
大
き
な
利

便
性
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
民
間
事
業
者
を
主
体
と
す

る
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
採
算
性
に

優
れ
た
都
市
部
か
ら
進
ん
で
お
り
、
山
間

部
な
ど
の
条
件
が
不
利
な
地
域
と
の
間
で
、

地
域
格
差
、
す
な
わ
ち
地
理
的
要
因
に
よ

る
情
報
格
差
が
、
一
層
顕
著
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

   
中
野
市 
の 
現
状
と
整
備 
の 
必
要
性

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
合
併
後
の
中
野
市

も
、
豊
田
地
域
と
中
野
地
域
と
の
間
で
情

報
通
信
基
盤
に
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

豊
田
地
域
に
お
い
て
は
光
フ
ァ
イ
バ
及
び

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
情
報
通
信
基
盤
が

既
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
野
地
域

に
つ
い
て
は
光
フ
ァ
イ
バ
等
に
よ
る
情
報

通
信
基
盤
は
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
同
じ
市
内
で
あ
り
な
が
ら

情
報
提
供
の
方
法
が
様
々
で
、
統
一
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

市
が
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
行
政
に
お
い
て
市
民
に
直
接

伝
え
た
い
様
々
な
情
報
を
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
回
線
に
乗
せ
て
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
情
報
公
開
の
推
進
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
情
報
の
共
有
化
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
放
送
の
難
視
聴
地
域
の

解
消
は
も
と
よ
り
、
高
速
で
安
定
性
に
優

れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
し
い
中
野
市
の

一
体
感
を
創
出
す
る
た
め
に
も
、
全
戸
加

入
を
目
標
に
、「
通
信
」と「
映
像
伝
送
」の

双
方
が
可
能
な
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

   
市
が
行
う
整
備

　

市
で
は
、
中
野
・
豊
田
地
域
が
同
一
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
る
よ
う
、
中
野
地
域
を

中
心
に
光
フ
ァ
イ
バ
及
び
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

に
よ
る
情
報
通
信
基
盤
と
音
声
告
知
放
送

設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　

整
備
し
た
情
報
通
信
基
盤
の
一
部
を
、

行
政
が
公
共
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
使

用
し
、
残
り
の
部
分
を
民
間
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
に
賃
貸
し
ま
す
。

　

民
間
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
は
、
通
信

及
び
放
送
の
信
号
送
受
信
機
等
セ
ン
タ
ー

設
備
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
か
ら
賃

借
し
た
情
報
通
信
基
盤
を
通
じ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
や
テ
レ
ビ
放
送
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
す
。

   
各
家
庭
の
負
担

　

民
間
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
か
ら
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
が
整
備

し
た
情
報
通
信
基
盤
か
ら
宅
内
へ
の
引
き

込
み
工
事
及
び
宅
内
工
事
を
行
う
と
と
も

に
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
へ
の
加

入
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
既
に
加
入
済
み
の
家
庭
に
お
い
て
は

既
存
の
引
込
線
を
使
用
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
七
月
頃
か
ら
平
成
二
十
年

年
八
月
頃
ま
で
の
約
一
年
間
の
予
定
で
す
。

　

な
お
、
工
事
が
完
了
し
た
地
域
か
ら
、

順
次
試
験
放
送
の
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

民
間
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
が
行
う
整
備
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情
報
通
信
基
盤
整
備
の
趣
旨

�

�
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整
備
工
事
期
間

　

市
で
は
、
合
併
後
の
中
野
地
域
と
豊
田
地
域
で
の
情
報
格
差
を
是
正
す
る
た

め
、
平
成
十
七
年
十
一
月
に
、
市
民
の
代
表
者
の
方
々
に
よ
り
「
中
野
市
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
高
度
化
調
査
研
究
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
そ
の
報
告
書
を
踏
ま
え
て
、

更
に
専
門
家
、
関
係
者
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
新
し
い
中
野
市
に
ふ
さ
わ

し
い
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
方
針
を
決
定
し
、
昨
年
度
に
実
施
計
画
書
（
設
計

含
む
）
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
算
に
、
こ
の
整
備
事
業
費
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ

で
、
そ
の
整
備
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
のののののののののののののののののののののののののののののののの
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤
整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
がががががががががががががががががががががががががががががががが
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
まままままままままままままままままままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

市
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
が
始
ま
り
ま
す
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情
報
通
信
基
盤
整
備
の
概
要

▲情報通信基盤整備をして市の情報をお伝えします

７　 平成１9年４月　広報なかの

　今後、市では地域情報化推進協議会を設置し、各
地区への説明会を予定しています。
　市民の皆様には、この地域情報基盤整備について、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。
　なお、ご不明な点及び詳細については、市役所政
策情報課情報係（�（22）２１１１内線２１７）へ
お問い合わせください。

行政情報、防災情報など緊急放送を的確・迅速・瞬時に伝達することができ、また、安全安心な生活を
送ることができます。

　
低料金で安定した高速インターネットが市内全域で享受できます。
①３０Ｍｂｐｓ　②１０Ｍｂｐｓ　③１Ｍｂｐｓ
※その他、希望者には工事費実費負担でオール光による１００Ｍｂｐｓも可能

　
「地域の皆さんが主役」地域に密着した身近な話題を取り上げた自主制作番組を放映します。

　
①地上デジタル放送（ＮＨＫ総合、ＮＨＫ教育、テレビ信州、長野朝日放送、信越放送、長野放送）
②ＢＳデジタル放送（ＮＨＫ衛星第一、ＮＨＫ衛星第二、ＮＨＫハイビジョン、ＢＳ日テレ、ＢＳ朝日、
　ＢＳ－i、ＢＳジャパン、ＢＳフジ、デジタルＷＯＷＯＷ〈有料〉）
③ＣＳデジタル放送（映画、ドラマ、ニュース、スポーツ、音楽、アニメ、教養、趣味）
※平成２３年７月まではアナログ放送も継続放送

　
①加入者同士なら通話料が無料
②日本全国の有線テレビ局や電話事業者との連携により、広いエリアで利用可能
③一般加入電話との通話も可能
④現在使用している電話機をそのまま使用可（ＩＳＤＮ専用電話機、ビジネスホン、ドアホン等除く）
※基本接続により、�音声告知放送、�コミュニティチャンネル、�テレビ再送信のうち、①地上デジ
タル放送のサービス提供が受けられます。なお、�高速インターネット、�テレビ再送信のうち②Ｂ
Ｓデジタル放送、③ＣＳデジタル放送、�ＩＰ電話は別途料金が必要となります。

情報基盤整備によるサービスの内容
�音声告知放送

�高速インターネット

�コミュニティチャンネル

�テレビ再送信

�ＩＰ電話

中 野 市 地 域 情 報 基 盤 整 備 概 略 図
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　３月定例市議会が３月６日から３月23日
まで、18日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告２件、条例
案11件、予算案22件、事件案７件のあわせて
42件の議案が審議され、いずれも原案どおり
承認及び可決されました。また、意見書等に
ついても審議されました。ここでは主な内容
をお知らせします。なお、平成19年度予算の
概要については、２～５ページに掲載しました。

「
中
野
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

 「
中
野
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」

の
答
申
を
踏
ま
え
、
市
長
、
副
市

長
、
教
育
長
及
び
非
常
勤
の
特
別

職
の
給
料
月
額
等
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
及
び
こ
れ
に
伴
う

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
等
に
よ

り
、
扶
養
手
当
、
管
理
職
員
特
別

勤
務
手
当
及
び
管
理
職
手
当
に
つ

い
て
、
所
要
の
改
正
を
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手

数
料
に
係
る
収
入
証
紙
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料
に

つ
い
て
、
証
紙
に
よ
る
収
入
方
法

等
に
関
し
、
必
要
な
規
定
に
つ
い

て
制
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　

可
燃
ご
み
及
び
埋
立
ご
み
の
処

理
手
数
料
の
一
部
有
料
化
を
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
条
例
」

の
一
部
改
正

　

西
部
集
会
所
、
穴
田
集
会
所
及

び
牡
丹
沢
・
韮
山
集
会
所
の
廃
止

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
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条　

例

・
平
成
十
八
年
度
中
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
報
告

・
平
成
十
八
年
度
中
野
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
報
告

《
一
般
会
計
》

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算

に
、
五
億
二
千
五
百
四
十
万
二
千

円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
百
八
十

一
億
三
千
二
百
六
十
五
万
三
千
円

と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
議
会
費
〉
●
議
員
研
修
旅
費
等

を
減
額

〈
総
務
費
〉
●
一
般
管
理
費
で
、

職
員
人
件
費
の
一
般
職
等
の
退
職

手
当
三
億
二
、
五
二
五
万
余
円
を

増
額
●
情
報
政
策
費
で
、
防
災
情

報
等
音
声
告
知
端
末
機
設
置
工
事

費
一
億
五
、
二
一
七
万
余
円
を
追

加
●
基
金
積
立
金
で
減
債
基
金
積

立
金
二
億
円
を
増
額

〈
民
生
費
〉
●
扶
助
費
等
の
確
定

に
よ
り
、
福
祉
医
療
費
給
付
費
一
、

二
六
三
万
余
円
、
児
童
手
当
費
二
、

〇
五
六
万
余
円
、
生
活
保
護
扶
助

費
二
、
六
九
六
万
余
円
を
そ
れ
ぞ

れ
減
額

〈
衛
生
費
〉
●
予
防
費
の
予
防
接

種
事
業
費
で
五
三
八
万
余
円
を
減

額
●
環
境
衛
生
費
の
環
境
衛
生
事

業
費
で
、
環
境
基
本
計
画
策
定
の

委
託
及
び
印
刷
な
ど
で
三
二
三
万

余
円
を
増
額

〈
商
工
費
〉
●
商
工
業
振
興
事
業

費
で
各
種
補
助
金
四
六
七
万
余
円

を
減
額
●
金
融
対
策
事
業
費
で
、

制
度
資
金
貸
付
保
証
料
補
給
金
六

〇
〇
万
円
を
減
額

〈
土
木
費
〉
●
都
市
計
画
総
務
費

で
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

及
び
基
礎
調
査
の
業
務
委
託
に
九
〇

〇
万
円
を
追
加
及
び
土
地
開
発
公
社

運
営
資
金
貸
付
金
五
、
〇
〇
〇
万
円

を
減
額
●
街
路
事
業
費
の
街
路
整
備

事
業
費
三
、
八
七
一
万
余
円
を
減
額

〈
消
防
費
〉
●
常
勤
消
防
費
で
、

岳
南
広
域
消
防
組
合
分
担
金
一
、

八
四
八
万
余
円
を
減
額

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
学
校
管
理

費
で
、
中
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
五
、
七
七
六
万
余
円
、
豊

井
・
永
田
小
学
校
の
耐
震
補
強
工

事
に
一
、
七
七
六
万
余
円
を
そ
れ

ぞ
れ
追
加
●
中
学
校
学
校
管
理
費

で
中
野
平
中
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
に
一
、
七
一
〇
万
余
円

を
追
加
●
社
会
教
育
総
務
費
で
、

文
化
芸
術
振
興
基
金
へ
の
積
立
金

一
、
一
四
五
万
余
円
を
増
額

〈
災
害
復
旧
費
〉
●
農
林
水
産
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
費
の
確
定
に

よ
り
、
九
七
二
万
余
円
を
減
額

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
出
産

育
児
諸
費
の
出
産
育
児
一
時
金
を

一
四
〇
万
円
の
増
額
●
葬
祭
諸
費

の
葬
祭
給
付
費
二
〇
〇
万
円
を
増

額
●
予
備
費
一
五
三
万
余
円
を
減
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
一
般
管
理

事
務
費
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
二
六
一

万
余
円
を
新
た
に
計
上
●
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
か
ら
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
へ
、
保
険
者

負
担
金
四
、
七
〇
〇
万
円
の
組
替
え

〈
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉
●

施
設
授
産
事
業
費
の
作
業
工
賃
三

三
〇
万
円
を
増
額

〈
永
田
財
産
区
事
業
〉
●
造
林
費

の
造
林
事
業
委
託
料
な
ど
一
九
五

万
円
の
減
額

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉
●
一
般

管
理
費
六
七
万
余
円
を
減
額
●
施

設
整
備
基
金
積
立
金
一
六
万
余
円

を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
事
業
費
の
確

定
に
よ
り
、
下
水
道
建
設
費
一
、

一
七
一
万
余
円
及
び
維
持
管
理
費

九
五
九
万
余
円
を
い
ず
れ
も
減
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
一
般

管
理
費
三
五
三
万
余
円
及
び
処
理

施
設
管
理
費
一
、
〇
三
八
万
余
円

を
い
ず
れ
も
減
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
営
業
費
用
の
原

水
及
び
浄
水
費
で
浄
水
場
等
運
転

管
理
委
託
料
な
ど
七
〇
六
余
円
の

減
額
及
び
原
価
償
却
費
で
一
、
〇

〇
〇
万
円
の
増
額
●
営
業
外
費
用

の
消
費
税
三
七
九
万
余
円
を
増
額

●
浄
水
場
の
施
設
改
良
工
事
費
八

三
〇
万
余
円
及
び
舗
装
本
復
旧
負

担
金
一
一
二
万
円
を
い
ず
れ
も
減
額

補
正
予
算

専
決
処
分
の
報
告
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市
で
は
四
月
か
ら
、
市
役
所
の

組
織
等
の
一
部
を
、
次
の
と
お
り

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
助
役
は
副
市
長
に
、
収
入
役
は

　

廃
止
で
会
計
管
理
者
を
配
置

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

助
役
、
収
入
役
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

助
役
が
副
市
長
と
な
り
、
収
入
役

の
退
任
に
伴
い
、
会
計
管
理
者
を

配
置
し
ま
し
た
。

②
「
市
民
環
境
部
」
を

　
「
く
ら
し
と
文
化
部
」
に
改
称

　

文
化
施
設
建
設
準
備
室
、
市
民

課
及
び
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て

い
た
文
化
芸
術
に
関
す
る
事
項
を

所
管
す
る
た
め
、「
く
ら
し
と
文

化
部
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、「
文
化
施
設
建

設
準
備
室
」
を
廃
止
し
、「
文
化
振

興
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
中
山
晋
平
記
念
館
」
と

「
高
野
辰
之
記
念
館
」
は
「
文
化

振
興
課
」
に
附
置
と
な
り
ま
し
た
。

③
「
企
画
情
報
課
」
を

　
「
政
策
情
報
課
」
に
改
称

　

政
策
に
係
る
一
元
化
を
図
る
た

め
に
改
称
し
ま
し
た
。

④
「
産
業
誘
致
推
進
室
」
を
新
設

　

新
た
な
産
業
と
企
業
誘
致
を
推

進
す
る
た
め
、「
商
工
観
光
課
」
に

附
置
し
ま
し
た
。

⑤
「
文
化
公
園
整
備
推
進
室
」　

　

を
新
設

　

文
化
公
園
一
帯
の
整
備
、
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、「
都
市
計
画

課
」
に
附
置
し
ま
し
た
。

⑥
「
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
」

　

を
所
管
替
え

　
「
企
画
情
報
課
」が
所
管
し
て
い

た 「
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
」を
、 「
庶

務
課
」
へ
所
管
替
え
し
ま
し
た
。

　

春
暖
の
候
、
市
民
各
位
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
地
方
自
治
法
の
改
正

に
よ
る
、
助
役
、
収
入
役
制
度
の

廃
止
に
伴
い
、
私
の
願
い
出
に
よ

り
、
本
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
、
収
入
役
を
退
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
十
七
年
五
月
に
就

任
し
、
一
年
十
カ
月
余
に
わ
た
り
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
方
に
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
こ
の
重
責

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
こ
の
間
の
市
民
の
皆

様
方
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
臨
床
研
修
病

院
の
指
定
を
受
け
た
病
院
の
医
師

と
し
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
気
概

と
情
熱
に
富
ん
だ
医
学
生
に
対
し

て
、
貸
付
け
の
希
望
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

貸
付
対
象
者

学
校
教
育
法
に
お
い
て
医
学
を
専

攻
し
て
い
る
者
で
、
中
野
市
の
条

例
と
規
則
等
を
遵
守
し
、
卒
業
後

三
年
以
内
に
市
内
の
臨
床
研
修
病

院
の
指
定
を
受
け
た
病
院
の
医
師

と
し
て
従
事
す
る
意
思
を
有
す
る
者

貸
付
金
額　

月
額
二
十
万
円 （
限
度
）

貸
付
期
間　

貸
付
決
定
の
月
か
ら

大
学
卒
業
の
月
ま
で

勤
務
条
件

市
内
の
臨
床
研
修
病
院
の
指
定
を

受
け
た
病
院
に
お
い
て
、
一
定
期

間
（
返
済
免
除
を
受
け
る
の
に
必

要
な
期
間
）
の
勤
務
が
必
要

返
還
の
免
除

貸
付
期
間
と
同
一
期
間
を
市
内
の

臨
床
研
修
病
院
の
指
定
を
受
け
た

病
院
で
勤
務
し
た
場
合
に
全
額
免
除

連
帯
保
証
人　

二
名
必
要

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
郵
送
ま
た
は
持
参

①
申
請
書
、 ②
誓
約
書
、
③
大
学

の在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通
知
書

の
写
し
、
④
学
業
成
績
証
明
書

（
一
年
生
は
出
身
高
校
、
二
年
生

以
上
は
大
学
の
も
の
）、
⑤
健
康

診
断
書 （
二
カ
月
以
内
に
公
的
医
療

機

関

で

作
成
し
た
も
の
）、
⑥
連
帯
保
証

人
の
印
鑑
証
明
書
及
び
身
分
証
明

書※
様
式
は
郵
送
可
。
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

受
付
期
間　

四
月
二
十
日�
 （
必
着
）

貸
付
人
員　

二
名

貸
付
方
法　

貸
付
決
定
者
本
人
の
希

望
口
座
に
毎
月
末
ま
で
に
振
り
込
み

そ
の
他

退
学
等
で
奨
学
資
金
の
貸
付
目
的

を
達
成
す
る
見
込
み
が
な
く
な
っ

た
時
は
、
貸
付
の
決
定
を
取
り
消

し
貸
付
金
に
利
息
を
加
え
て
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
正
当
な
理
由
が
な
く
返
還

が
滞
っ
た
場
合
に
は
、
延
滞
利
息

を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
北
信
総
合
病
院
に
も
奨
学
資
金

　

貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
１
）

〒　

‐　
　

中
野
市
西
一
丁
目
１

383

0021

番
７
号 （
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

�
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
医
師

の
募
集
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

収
入
役
退
任
ご
あ
い
さ
つ

西　

川　

詔　

男

西川　詔男

医
学
生
へ
奨
学
金
を
貸
付
け
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市
役
所
の
組
織
等
を
一
部
変
更

　 ３月まで　　　　　　         ４月から
市民環境部　――――→　くらしと文化部
　　　　　　　　　　　　　　――文化振興課（新設）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　――中山晋平記念館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　――高野辰之記念館
企画情報課　――――→　政策情報課
商工観光課　――――→　商工観光課
　　　　　　　　　　　　　　――産業誘致推進室(新設)
都市計画課　――――→　都市計画課
　　　　　　　　　　　　　　――文化公園整備推進室 （新設）
企画情報課　――――→　庶務課
　　 ―豊田情報センター　　  ―豊田情報センター

組織の見直し
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四
月
一
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
（
二
五
三

人
）
を
行
い
ま
し
た
。
本
庁
及
び
支
所
等
の
係
長

級
以
上
の
異
動
、
新
規
採
用
職
員
及
び
退
職
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。　　
　
　
　
（　

）
内
は
旧
任

《
本
庁
》

　

参
事
幹

参
事
幹
兼
総
務
部
長（
参
事
幹
兼
建
設
水
道
部
長
）

栗
原
満
、
参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
（
参
事
兼
学
校
教
育
課
長
）
高
木
幹
男
、
参

事
幹
兼
く
ら
し
と
文
化
部
長（
参
事
兼
税
務
課
長
）

本
藤
善
明
、
参
事
幹
兼
建
設
水
道
部
長
（
参
事
兼

道
路
河
川
課
長
）
橋
本
章
、
参
事
幹
兼
消
防
部
長
・

併
任
（
参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長
）
上
野
豊
吉
、
参
事
幹
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
（
参
事
幹
兼
教
育
次
長
）
豊
田
博
文
、
参
事

幹
兼
教
育
次
長
（
参
事
幹
兼
市
民
環
境
部
長
）
小

林
次
郎
、
参
事
幹
兼
議
会
事
務
局
長
（
参
事
兼
庶

務
課
長
）
横
田
清
一

　

部
長
級

参
事
兼
庶
務
課
長
（
参
事
兼
企
画
情
報
課
長
）
田

中
重
雄
、
参
事
兼
政
策
情
報
課
長
（
参
事
兼
生
涯

学
習
課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長
兼
中
野
小
学
校

旧
校
舎
・
信
州
中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館

長
）
小
古
井
義
治
、
参
事
兼
健
康
長
寿
課
長
兼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長

（
参
事
兼
総
務
課
長
）
渡
辺
重
雄
、
子
ど
も
相
談

室
長
の
兼
務
を
解
く
（
参
事
兼
子
育
て
課
長
兼
子

ど
も
相
談
室
長
）
青
木
隆
雄
、
参
事
兼
環
境
課
長

（
環
境
課
長
）伊
藤
聡
志
、
参
事
兼
農
政
課
長（
参

事
兼
売
れ
る
農
業
推
進
室
長
）
小
林
俊
幸
、
参
事

兼
商
工
観
光
課
長
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
（
商

工
観
光
課
長
）
小
野
幸
夫
、
参
事
兼
道
路
河
川
課

長
（
参
事
兼
都
市
計
画
課
長
）
小
林
時
雄
、
参
事

兼
都
市
計
画
課
長
（
参
事
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

長
）
町
田
茂
、
参
事
兼
上
下
水
道
課
長
（
上
下
水

道
課
長
）
小
林
敏
、
参
事
兼
消
防
課
長
・
併
任

（
消
防
課
長
・
併
任
）
春
原
輝
明
、
参
事
兼
学
校

教
育
課
長
（
議
会
事
務
局
次
長
）
小
林
悟
志
、
参

事
兼
生
涯
学
習
課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長
兼
中

野
小
学
校
旧
校
舎
・
信
州
中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
館
長
（
中
野
市
振
興
公
社
事
務
局
長
）
外

山
健
一
郎
、
参
事
兼
監
査
委
員
事
務
局
長
（
会
計

課
長
）
島
田
賢
治
、
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
小
林
義
幸

　

課
長

財
政
課
長
（
副
参
事
兼
財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係

長
）
海
野
昇
正
、
税
務
課
長
（
人
権
政
策
課
長
兼

男
女
共
同
参
画
推
進
室
長
）
岩
戸
啓
一
、
子
ど
も

相
談
室
長
兼
子
ど
も
相
談
係
長
（
副
参
事
兼
子
ど

も
相
談
室
長
補
佐
兼
子
ど
も
相
談
係
長
）
早
川
幸

枝
、
文
化
振
興
課
長
兼
高
野
辰
之
記
念
館
長
（
文

化
施
設
建
設
準
備
室
長
）
大
堀
和
男
、
く
ら
し
と

文
化
部
市
民
課
長
（
市
民
環
境
部
市
民
課
長
）
武

田
貞
治
、
人
権
政
策
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
推
進

室
長
（
新
幹
線
対
策
室
長
補
佐
兼
調
整
係
長
）
町

田
修
、
売
れ
る
農
業
推
進
室
長
（
副
参
事
兼
農
政

課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）
小
林
久
勝
、
産
業
誘
致

推
進
室
長
（
副
参
事
兼
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
企

画
調
整
係
長
）
小
林
之
美
、
新
幹
線
対
策
室
長 （
副

参
事
兼
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
上
水
道
係
長
）
高

橋
満
則
、
文
化
公
園
整
備
推
進
室
長
（
副
参
事
兼

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推
進
係
長
兼
文

化
財
係
長
）
小
林
伸
行
、
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
豊
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
北
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
副
参
事
兼
環
境
課
長

補
佐
兼
環
境
係
長
）
久
保
広
二
、
豊
田
公
民
館
長

 （
市
民
環
境
課
長
兼
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
所
長
） 黒
崎
和
重
、
議
会
事
務
局
次
長
（
副

参
事
兼
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
）
小
野
富
夫

　

課
長
級

副
参
事
兼
政
策
情
報
課
長
補
佐
（
副
参
事
兼
企
画

情
報
課
長
補
佐
）
成
合
宣
孝
、
副
参
事
兼
財
政
課

長
補
佐
兼
財
政
係
長
（
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
監

理
係
長
）
小
林
治
男
、
副
参
事
兼
環
境
課
長
補
佐

兼
環
境
係
長
（
副
参
事
兼
図
書
館
副
館
長
）
出
川

久
、
副
参
事
兼
人
権
政
策
課
長
補
佐
兼
啓
発
推
進

係
長
兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
館
長
（
人
権
政
策
課

長
補
佐
兼
啓
発
推
進
係
長
）
柳
沢
秀
一
、
副
参
事

兼
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長
（
商
工

観
光
課
長
補
佐
兼
労
政
係
長
）
町
田
郁
夫
、
副
参

事
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
補
佐
兼
推
進
係
長

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
補
佐
兼
推
進
係
長
）
小

嶋
学
、
副
参
事
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
館
長
兼

指
導
係
長
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
館
長
兼
指
導

係
長
）
牧
野
武
仁
、
副
参
事
兼
上
下
水
道
課
長
補

佐
兼
下
水
道
係
長
（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
吉
池

一
衛
、
副
参
事
兼
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

（
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）
荻
原
由
美
子
、

副
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推
進

係
長
（
副
参
事
兼
働
く
婦
人
の
家
副
館
長
）
山
田

喜
英
、
副
参
事
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
副
館
長
兼
中

野
小
学
校
旧
校
舎
・
信
州
中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
副
館
長
（
歴
史
民
俗
資
料
館
副
館
長
兼
中

野
小
学
校
旧
校
舎
・
信
州
中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
副
館
長
）
中
島
庄
一

　

課
長
補
佐

政
策
情
報
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長
（
道
路
河

川
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長
）
斉
藤
武
美
、
税
務
課

長
補
佐
兼
課
税
係
長
（
経
済
課
主
幹
兼
商
工
観
光

係
長
）
宮
澤
利
彦
、
健
康
長
寿
課
長
補
佐
兼
健
康

管
理
係
長
（
財
政
課
主
幹
兼
管
財
係
長
）
久
保
利

幸
、
文
化
振
興
課
長
補
佐
兼
文
化
振
興
係
長
兼
施

設
管
理
係
長
（
売
れ
る
農
業
推
進
室
主
幹
兼
推
進

係
長
）
佐
々
木
正
、
市
民
課
長
補
佐
兼
国
民
年
金

係
長
兼
生
活
交
通
安
全
係
長
（
市
民
課
長
補
佐
兼

窓
口
係
長
兼
国
民
年
金
係
長
）
関
守
、
農
政
課
長

補
佐
兼
耕
地
林
務
係
長
（
農
政
課
技
幹
兼
耕
地
林

務
係
長
）中
沢
好
一
、
働
く
婦
人
の
家
副
館
長（
市

民
環
境
課
主
幹
兼
市
民
環
境
係
長
兼
人
兼
政
策
係

長
）
丸
山
松
良
、
道
路
河
川
課
長
補
佐
兼
監
理
係

長
（
企
画
情
報
課
主
幹
兼
行
政
管
理
係
長
）
市
川

禎
彦
、
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
監
理
計
画
係
長

（
都
市
計
画
課
主
幹
兼
監
理
計
画
係
長
）
池
野
正

美
、
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長
（
中
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
心
得
）
宮
澤
洋
子
、

消
防
課
長
補
佐
・
併
任
（
消
防
課
主
幹
・
併
任
）

西
堀
博
幸
、
図
書
館
副
館
長
（
税
務
課
主
幹
兼
資

産
係
長
）
高
田
茂
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長
兼
振
興
係
長
（
上
下
水
道
課
技
幹
兼
下

水
道
係
長
）
春
原
正
彦

　

課
長
補
佐
級

庶
務
課
主
幹
兼
防
災
係
長
（
消
防
課
主
幹
・
併
任
）

伊
東
幹
夫
、
財
政
課
主
幹
（
財
政
課
技
幹
）
高
橋

和
美
、
福
祉
課
主
幹
兼
障
害
福
祉
係
長
（
消
防
課

副
主
幹
・
併
任
）
久
野
常
志
、
環
境
課
主
幹
兼
衛

生
係
長
（
環
境
課
衛
生
係
長
）
佐
野
武
雄
、
高
野

辰
之
記
念
館
主
幹
（
福
祉
課
主
幹
兼
障
害
福
祉
係

長
）
小
林
雅
美
、
市
民
課
主
幹
兼
窓
口
係
長
（
男

女
共
同
参
画
推
進
室
主
幹
兼
推
進
係
長
）
町
田
久

子
、
市
民
課
主
幹
（
人
権
政
策
課
主
幹
）
上
原
志

津
子
、
く
ら
し
と
文
化
部
人
権
政
策
課
主
幹
兼
調

整
係
長
（
市
民
環
境
部
人
権
政
策
課
主
幹
兼
調
整

係
長
）
和
田
久
夫
、
農
政
課
主
幹
兼
農
政
振
興
係

長
（
農
政
課
振
興
係
長
）
上
野
慎
一
、
産
業
誘
致

推
進
室
主
幹
兼
推
進
係
長
（
商
工
観
光
課
商
工
係

長
）
竹
内
貞
人
、
道
路
河
川
課
主
幹
兼
土
木
係
長

（
道
路
河
川
課
土
木
係
長
）
金
子
房
幸
、
都
市
計

画
課
主
幹
兼
街
路
公
園
係
長
（
道
路
河
川
課
技
幹

兼
維
持
係
長
）
山
岸
功
、
都
市
計
画
課
主
幹
兼
建

築
住
宅
係
長
（
都
市
計
画
課
技
幹
兼
建
築
住
宅
係

長
）
湯
出
川
芳
治
、
上
下
水
道
課
主
幹
兼
上
水
道

係
長
（
上
下
水
道
課
上
下
水
道
係
長
）
高
野
裕
彦
、

消
防
課
主
幹
・
併
任
（
庶
務
課
主
幹
兼
防
災
係
長
）

佐
藤
和
義
、
学
校
教
育
課
主
幹
兼
施
設
係
長
（
学

校
教
育
課
施
設
係
長
）
小
嶋
昭
一

　

係
長

政
策
情
報
課
行
政
管
理
係
長
（
農
政
課
副
主
幹
）

宮
本
浩
明
、
政
策
情
報
課
情
報
係
長
兼
統
計
交
流

係
長（
企
画
情
報
課
情
報
係
長
兼
統
計
交
流
係
長
）

池
田
俊
哉
、
財
政
課
管
財
係
長
（
環
境
課
主
査
）

太
田
敦
、
税
務
課
資
産
係
長
（
学
校
教
育
課
副
主

幹
）
神
田
和
賢
、
男
女
共
同
参
画
推
進
室
推
進
係

長
（
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
小
林
き
よ
、

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係
長
（
企
画
情
報
課
副

主
幹
）
小
橋
善
行
、
道
路
河
川
課
維
持
係
長
（
上

下
水
道
課
副
技
幹
）
竹
内
貞
禎
、
新
幹
線
対
策
室

調
整
係
長
（
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係
長
）
奈
良

和
夫
、
文
化
公
園
整
備
推
進
室
推
進
係
長
（
福
祉

課
主
査
）
豊
田
和
広
、
消
防
課
消
防
係
長
・
併
任

（
消
防
本
部
副
主
幹
）
高
山
真
澄
、
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係
長
（
岳
南
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

副
主
幹
）
宮
澤
正
子
、
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
長

（
財
政
課
副
主
幹
）
和
田
吉
史

　

係
長
級

政
策
情
報
課
副
主
幹
（
市
民
課
副
主
幹
）
中
村
敏

雄
、
健
康
長
寿
課
副
主
幹
（
健
康
長
寿
課
副
技
幹
）

関
万
貴
子
、
健
康
長
寿
課
副
主
幹
（
健
康
長
寿
課

主
査
）
梅
本
文
代
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副

主
幹
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
技
幹
）
竹
内

由
香
里
、
福
祉
課
副
主
幹
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
査
）
長
澤
典
子
、
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
副

主
幹
（
図
書
館
副
主
幹
）
吉
池
和
代
、
上
下
水
道

課
副
主
幹
（
上
下
水
道
課
副
技
幹
）
小
野
長
年
、

上
下
水
道
課
副
主
幹
（
上
下
水
道
課
副
技
幹
）
小

野
塚
房
夫
、
上
下
水
道
課
副
主
幹
（
上
下
水
道
課

副
技
幹
）
小
林
昌
俊
、
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

副
主
幹
（
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
技
幹
）
丸

山
豊
志
、
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
（
南

部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
）
勝
山
昭
男
、
北
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
三
井
高
幸
、
北

部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
（
北
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
副
技
幹
）
小
林
邦
久
、
図
書
館
副
主
幹

（
北
部
公
民
館
副
主
幹
）
松
本
則
夫

《
豊
田
支
所
》

　

参
事
幹

参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長
兼
総
務
課
長
（
参
事
兼
健

康
福
祉
課
長
兼
子
ど
も
課
長
）
丸
山
正
光

　

部
長
級

参
事
兼
健
康
福
祉
課
長
兼
子
ど
も
課
長（
参
事〈
文

化
公
園
一
帯
活
性
化
担
当
〉）
臼
井
今
朝
徳

　

課
長

市
民
環
境
課
長
兼
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
所
長 （
豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー
館
長
）市
川
一
夫

　

課
長
補
佐

総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
税
務
係
長
兼
会
計

課
出
納
係
長
（
総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
兼
税
務

係
長
兼
会
計
課
出
納
係
長
）
小
林
克
彦

　

課
長
補
佐
級

経
済
課
主
幹
兼
農
政
係
長
兼
商
工
観
光
係
長
（
経

済
課
主
幹
兼
農
政
係
長
）
臼
井
純
人

　

係
長

市
民
環
境
課
市
民
環
境
係
長
兼
人
兼
政
策
係
長

（
道
路
河
川
課
副
主
幹
）
山
崎
幸
正
、
上
下
水
道

課
上
下
水
道
係
長
（
建
設
課
副
主
幹
）
小
林
学

　

係
長
級

健
康
福
祉
課
副
主
幹
兼
子
ど
も
課
副
主
幹
（
健
康

福
祉
課
副
技
幹
兼
子
ど
も
課
副
技
幹
）
滝
澤
小
春
、

市
民
環
境
課
副
主
幹
（
人
権
政
策
課
副
主
幹
）
望

月
英
雄
、
建
設
課
副
主
幹
（
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
査
）
藤
沢
佳
繁

《
保
育
園
》

　

主
幹
兼
園
長

主
幹
兼
豊
井
保
育
園
長
（
豊
井
保
育
園
主
幹
）
畠

山
田
鶴
子

北
信
広
域
連
合
へ
派
遣

参
事
幹 （
参
事
兼
財
政
課
長
）
青
木
正
、
課
長
補
佐

 （
学
校
教
育
課
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
）清
水
史
子

岳
南
広
域
消
防
組
合
へ
派
遣

参
事
幹
（
参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
）
上
野
豊
吉
、
主
幹
（
庶
務
課
主
幹
兼
防
災

係
長
）
佐
藤
和
義

中
野
市
振
興
公
社
へ
派
遣

参
事
（
参
事
兼
農
政
課
長
）
長
島
敏
文

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣

課
長
（
副
参
事
兼
健
康
長
寿
課
長
補
佐
兼
健
康
管

理
係
長
）
宮
澤
章
仁
、
副
参
事
（
健
康
福
祉
部
副

参
事
）
栗
原
修
一

　

新
規
採
用

税
務
課　

篠
原
美
香
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
野
愛
梨
里
、
福
祉
課　

鈴
木
順
子
、
農
政
課　

長
嶺
健
司

　

退
職
（
３
月　

日
付
け
）
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参
事
幹
兼
総
務
部
長　

小
林
照
里
、
参
事
幹
兼
消

防
部
長
・
併
任 
岳
南
広
域
消
防
組
合
参
事
幹
兼
消

防
長　

町
田
榮
、
参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長　

藤
田

忠
良
、
参
事
幹
兼
議
会
事
務
局
長　

山
田
清
、
北

信
広
域
連
合
事
務
局
長　

西
原
仁
、
参
事
兼
健
康

長
寿
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
福

祉
事
務
所
次
長　

樋
口
一
郎
、
参
事
幹
兼
新
幹
線

対
策
室
長　

黒
岩
守
人
、
参
事
幹
兼
南
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
豊
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

原
伸
一
、

参
事
兼
高
野
辰
之
記
念
館
長　

霜
鳥
由
夫
、
参
事

兼
監
査
委
員
事
務
局
長　

山
田
徹
二
、
参
事
幹
兼

老
人
ホ
ー
ム
高
社
寮
施
設
長　

池
田
剛
、
岳
南
広

域
消
防
組
合
参
事
幹
兼
消
防
次
長　

町
田
和
人
、

消
防
部
消
防
課
副
参
事
・
併
任 
岳
南
広
域
消
防
組

合
豊
田
消
防
署
長　

樋
口
初
夫
、
副
参
事
兼
文
化

施
設
建
設
準
備
室
長
補
佐
兼
推
進
係
長　

関
塚
千

代
美
、
副
参
事
兼
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
街
路
公

園
係
長　

武
田
勝
、
消
防
部
副
参
事
兼
消
防
課
長

補
佐
兼
消
防
係
長
・
併
任 
岳
南
広
域
消
防
組
合
副

参
事
兼
中
野
消
防
署
長
補
佐　

湯
出
川
久
治
、
副

参
事
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼

振
興
係
長　

滝
澤
誠
一
、
主
幹
兼
豊
井
保
育
園
長

　

割
田
久
仁
子
、
た
か
や
し
ろ
保
育
園
主
幹　

春

原
み
つ
子
、
子
ど
も
相
談
室
主
幹　

高
野
和
子
、

み
な
み
保
育
園
主
任
保
育
士　

浦
野
和
子
、
南
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
技
幹　

小
嶋
安
子
、
税
務

課
主
事　

横
谷
勇
二
、
健
康
長
寿
課
保
健
師　

小

島
杏
子

職
員
人
事
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こ
の
た
び
、
保
育
所
の
効
率
的

な
組
織
運
営
と
幅
広
い
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
い
て
き
た
「
中
野
市
保
育

所
あ
り
方
検
討
懇
話
会
」
か
ら
、

三
月
二
十
七
日
、
青
木
市
長
へ
提

言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
懇
話
会
の
提
言

を
十
分
に
尊
重
し
、
今
年
度
の
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
老

朽
化
し
た
保
育
所
の
整
備
計
画
を

策
定
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

懇
話
会
で
は
、
老
朽
化
が
著
し

い
昭
和
四
十
年
代
以
前
に
建
て
ら

れ
た
保
育
所
は
改
築
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
改
築
に
当
た
っ
て
は
統

廃
合
を
検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
、
次
の
三
項
目
に
つ
い
て

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

①
保
育
所
の
適
正
規
模
及
び
適
正

配
置
に
関
す
る
事
項

②
保
育
所
へ
の
民
間
活
力
の
導
入

に
関
す
る
事
項

③
そ
の
他
効
率
的
な
組
織
運
営
及

び
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
関

す
る
事
項

●
保
育
所
の
適
正
規
模

・
保
育
所
を
運
営
す
る
上
で
、
理

想
と
す
る
園
児
数
が
あ
る
に
し

て
も
、
時
代
に
よ
り
変
化
す
る

利
用
者
ニ
ー
ズ
や
地
域
性
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
一
概
に
規
模

を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

・
し
か
し
な
が
ら
、
園
児
の
安
全

面
や
保
護
者
と
保
育
士
と
の
信

頼
関
係
を
構
築
す
る
上
で
、
ま

た
、
特
に
配
慮
す
べ
き
園
児
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保

育
所
の
定
数
に
つ
い
て
は
上
限

を
設
け
る
こ
と
と
し
、
そ
の
数

は
、
現
在
運
営
し
て
い
る
平
野

保
育
園
の
定
数
で
あ
る
二
一
〇

人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
べ
き

で
あ
る
。

●
保
育
所
の
適
正
配
置

・
老
朽
化
し
た
保
育
所
を
改
築
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
市
街
地
及

び
そ
の
周
辺
地
域
の
特
性
を
把

握
し
、
当
該
地
域
に
あ
る
保
育

所
の
園
児
数
の
推
移
等
将
来
の

見
通
し
を
考
慮
す
る
中
で
、
比

較
的
近
距
離
に
あ
る
保
育
所
と

保
育
所
と
の
統
廃
合
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
、
配
置
に
つ
い
て

は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
判

断
す
べ
き
で
あ
る
。

・
な
お
、
配
置
を
考
え
る
に
当
た

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

は
、
今
あ
る
保
育
所
を
含
め
て

ま
ち
が
形
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
ま
ち
の
活
力
が
失

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

●
保
育
所
へ
の
民
間
活
力
の
導
入

・
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
福
祉

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
の

育
成
に
関
し
保
護
者
と
と
も
に

責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
保
育
所

の
運
営
す
べ
て
を
地
方
公
共
団

体
が
行
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
様
々
な
形
の
支
援
に
よ
り

そ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
も
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
立
保

育
所
へ
の
民
間
活
力
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
利
便
性

や
安
全
面
が
向
上
し
、
多
様
な

保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
、
併

せ
て
効
率
化
が
図
ら
れ
る
な
ら

ば
、
可
能
な
も
の
を
民
間
事
業

者
へ
委
託
す
る
こ
と
は
悪
い
こ

と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

・
し
か
し
な
が
ら
、
保
育
所
の
運

営
す
べ
て
を
移
管
す
る
、
い
わ

ゆ
る
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
移

管
す
る
民
間
事
業
者
の
選
択
方

法
、
移
管
の
手
続
き
、
移
管
後

の
市
の
関
わ
り
な
ど
克
服
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
課
題

が
あ
り
、
ま
た
、
公
立
保
育
所

の
果
た
す
役
割
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
や
関
係
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
研
究
を
す
る
こ
と

と
し
、
早
急
な
導
入
は
控
え
る

べ
き
で
あ
る
。

●
そ
の
他
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
乳
幼
児
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
以
前
と
比
べ
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
ま
た
、
保
護
者

の
就
労
形
態
も
様
々
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
保
護
者
が
求
め
る
保

育
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
し
て
き

て
い
る
。

・
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
歳
未
満
児

保
育
や
障
害
児
保
育
、
長
時
間

保
育
、
一
時
的
保
育
な
ど
特
別

保
育
に
つ
い
て
、
需
要
に
応
じ

て
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
併
せ
て
、
病
児
、

病
後
児
保
育
な
ど
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
導
入
を
図
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

・
ま
た
、
保
護
者
の
子
育
て
不
安

に
応
え
る
た
め
、
保
育
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
、
助
言
を
行
う

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
地
域
の
子
育
て
支
援

の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
も

果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

・
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

保
護
者
や
園
児
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
駐
車
場
や
園
庭
を
含

め
た
施
設
の
整
備
と
保
育
士
の

資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
機
会

の
充
実
な
ど
職
員
体
制
の
整
備

が
重
要
で
あ
る
。

懇
話
会
の
検
討
事
項

提
言
の
主
な
内
容

　

こ
の
提
言
書
の
詳
し
い
内
容

や
会
議
の
経
過
等
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
保
育
課
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http

://w
w
w
.city.nak

ano
.nag

ano
.jp
/city/ho

iku/
in
d
e
x.h
tm

）
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
ど
も
部
保
育
課
施
設
係

 （�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
２
）

中野市保育所あり方
検討懇話会から

市長へ提言がありました市長 へ提言 が あ り ま し た
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市
立
図
書
館
は
、
大
勢
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
、
特
に
土
曜
日
と
日
曜
日
は
、

子
ど
も
連
れ
の
家
族
の
方
が
多
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
日
の
利
用
が
困
難
な

勤
労
者
等
の
皆
さ
ん
な
ど
、
少
し

で
も
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、
平
日
の
開
館
時

間
の
延
長
を
試
行
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
開
館
時
間
の
試

行
は
、
市
立
図
書
館
の
み
で
、
分

館
で
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

開
館
時
間

《
現
行
》
火
曜
日
〜
金
曜
日
の
午

前
九
時
〜
午
後
六
時

　
　
　
　
　
 　

↓

《
試
行
延
長
》
火
曜
日
〜
金
曜
日

の
午
前
九
時
〜
午
後
六
時
三
十
分

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す

試
行
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

市
立
図
書
館
（�
�
５
８
４
１
）

�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

区
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取

り
組
み
、
ま
た
、
区
と
市
と
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
く
、
平
成
十
九
年
度
の

牧
ノ
入
と
上
今
井
の
区
長
さ
ん

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

倭
地
区　

牧
ノ
入
・
稲
葉
武
治

上
今
井
地
区　

上
今
井
・
神
田

融
二

※
上
今
井
区
長
さ
ん
に
は
、
平
成

十
九
年
度
中
野
市
区
長
会
の

理
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平
成
平
成　

年
度
年
度

19

区
長
さ
ん
の
ご
紹
介

区
長
さ
ん
の
ご
紹
介

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
昨

年
度
か
ら
国
保
の
税
率
・
賦
課
限

度
額
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
医
療
費
の
動
向
や
医
療

制
度
改
革
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
、

予
測
さ
れ
る
赤
字
の
解
消
や
、
ま

た
税
制
改
正
に
よ
り
、
今
年
度
も

下
表
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
の
状
況
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
広
報
な
か
の
平
成
十

九
年
一
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
に

六
十
五
歳
に
な
っ
て
い
た
方
で
、

税
制
改
正
に
よ
る
公
的
年
金
等
控

除
の
見
直
し
に
よ
り
国
保
税
が
増

加
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
急

激
な
増
加
を
避
け
る
た
め
、
国
保

税
算
定
時
に
控
除
を
設
け
、
二
十

年
度
で
本
来
の
国
保
税
額
に
移
行

し
て
い
く
経
過
措
置
が
取
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
被
保
険
者
の
一
人

ひ
と
り
に
課
税
さ
れ
る
の
で
は
な

　

手
続
き
の
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
６
）

○
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
に

伴
う
国
保
税
の
経
過
措
置

国
保
税
は 「
世
帯
主
」 が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す

入
院
時
の
高
額
な
医
療
費
の

窓
口
負
担
を
軽
減
し
ま
す

中
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

が 
変 
わ 
り
ま 
す

く
、
一
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
く
て
も
、
世
帯
の
誰
か
が
国
保

の
加
入
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
国
保

税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

四
月
か
ら
七
十
歳
未
満
の
方
が

入
院
し
た
場
合
、「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
を
病
院
窓
口
に
提
示
す

る
と
、
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
支
払
え
ば
、
そ
れ
以
上

の
負
担
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
十
月
か
ら
既
に
七

十
歳
以
上
の
方
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
改
正
に
よ
り
七
十
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
、
事
前
に
市
役
所
へ
の
申
請
が

必
要
で
す
。
入
院
す
る
前
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

介護保険分(40～64歳の
第２号被保険者)

医　療　分
平成19年４月１日から適用の国保税率

(納期は７月から始まります)

19年度18年度19年度18年度区　　分　　　　　( 年 税 額 )

2.10%(据置)2.10%8.60% 7.10% 被保険者の18年の所得額に応じて① 所得割

4.00%(据置)4.00%22.00％(据置)22.00% 被保険者の固定資産税額に応じて② 資産割

7,000円(据置) 7,000円 20,500円 18,300円 世帯の加入者一人あたりの額③ 均等割

4,800円(据置) 4,800円 22,000円 20,000円 一世帯あたりの額④ 平等割

90,000円(据置)90,000円560,000円530,000円上記①～④の合計年間上限額賦課限度額

図書館の図書館の
平日開館時間平日開館時間
のの延長を延長を試行します試行します

国
保
税
率 ・ 
賦 
課 
限 
度 
額

限度額
適用認定証
を提示して
ください
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こ
の
た
び
、
市
で
は
「
中
野
市

差
別
撤
廃
・
人
権
擁
護
推
進
総
合

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
今
ま
で
の
人
権

行
政
や
人
権
教
育
の
す
べ
て
の
分

野
で
進
め
て
い
た
成
果
や
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
の
撤
廃
に
向
け
て
、
同

和
問
題
を
は
じ
め
、
女
性
、
高
齢

者
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
、
子
ど

も
、
そ
し
て
在
住
外
国
人
の
方
等

の
人
権
に
も
配
慮
し
た
諸
施
策
を

効
果
的
、
効
率
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
た
総
合
計
画
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
書
及
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

次
の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

計
画
書
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
　
　

コ
メ
ン
ト
の
公
表
場
所

・
市
役
所
人
権
政
策
課
〈
中
野
市

　

人
権
セ
ン
タ
ー
内
〉

・
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.n

agano.jp/

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
結
果

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
こ

の
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
ご
意
見

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
貴
重
な
ご

意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意

見
の
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
人
権
政
策
課
調
整
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
４
６
）
ま
た

は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
人
権
政

策
係 （��
３
１
１
１
内
線
１
３
１
）

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

「
中
野
市
差
別
撤
廃
・

　
 
人
権
擁
護
推
進
総
合
計
画
」

中
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画

「
共
に
い
き
い
き

 　
　
　
　

な
か
の
プ
ラ
ン　

」
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男
女
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に

活
か
し
て
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
、

市
と
市
民
が
力
を
合
わ
せ
る
総
合

的
な
計
画
と
し
て
、「
中
野
市
男
女

共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
二
十
三
年
度
ま
で

の
計
画
で
、
次
の
三
つ
の
基
本
目

標
を
定
め
、
今
後
の
市
が
進
め
る

施
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。

基
本
目
標

１ 
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
意

識
改
革

２ 
男
女
が
共
に
社
会
活
動
へ
参

画
す
る
た
め
の
環
境
整
備

３ 
男
女
が
平
等
に
支
え
合
う
自

立
し
た
生
活
づ
く
り

計
画
書
の
公
表
場
所

・
市
役
所
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　
 
〈
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
内
〉 

・
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.n

agano.jp/

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
男
女
共
同
参
画
推
進
室

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
５
４
）

人
権
及
び
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

この「中野市差別撤廃・
人権擁護推進総合計画」
及び「中野市男女共同参
画計画については、いず
れもダイジェスト版を、
後日全戸配布いたします。

�

�

�

�

������������������������������
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売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、

市
内
を
訪
れ
る
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、「
信
州
中
野

お
立
ち
寄
り
情
報
」
を
、
今
年

も
新
た
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
鮮
で
安
心
・
安

全
な
旬
の
野
菜
や
く
だ
も
の
を

手
ご
ろ
に
お
買
い
求
め
い
た
だ

け
る
農
産
物
直
売
所
や
、
食
べ

頃
の
く
だ
も
の
を
そ
の
場
で
お

召
し
上
が
り
い
た
だ
け
る
観
光

農
園
の
一
覧
表
を
掲
載
し
、
イ

ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
位
置
を
わ
か

り
や
す
く
表
示
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
市
内

で
生
産
さ
れ
て
い
る
き
の
こ
や

く
だ
も
の
な
ど
の
特
産
品
、
温

泉
施
設
の
案
内
な
ど
、
お
立
ち

寄
り
情
報
が
満
載
で
す
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
最

寄
り
の
公
共
施
設
・
観
光
案
内

所
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
に
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
８

１
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト 「
信
州
中
野

　

お
立
ち
寄
り
情
報
」 が
完
成

市の考え方意見の趣旨
　差別をなくす市民集会など
を活用し、｢中野市における
あらゆる差別撤廃及び人権擁
護に関する条例｣を周知して
いきます。
　また、貴重なご意見を参考
にしながら、差別のない明る
い中野市の実現のため、必要
な施策を積極的に推進し、行
政のすべての分野で市民の人
権意識の高揚に努めます。

　基本計画の方向性については、おおむ
ね同意します。 この計画を策定されます
ことは、市民一人ひとりの人権意識の向
上と、個人として大切にされるまちづく
りへとつながり、計画の推進を強く望み
ます。
　さらに、 「中野市におけるあらゆる差別
撤廃及び人権擁護に関する条例」の認知
度を50％に上げることを目指し、関連部
署との調整、連携により効果的で総合的
な啓発、 広報を実施することを求めます。
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今
年
は
、
六
月
二
日
か
ら
六
月

二
十
四
日
に
「
２
０
０
７
な
か
の

バ
ラ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
花
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の

事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
バ
ラ

ま
つ
り
期
間
中
に
、「
花
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
、
ご
家
庭
等

に
あ
る
素
敵
な
作
品
の
出
品
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
花
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

開
催
日　

六
月
九
日�
・
十
日�

会
場 　
    
公
園 （
中
央
広
場
公
園
）

出
品
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
（
グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ
ス
等

の
参
加
も
可
能
）

規
格　

・
コ
ン
テ
ナ
（
幅
が
六
十

　

五
㌢
㍍
以
内
の
も
の
）

　
　
　

・
ハ
ン
ギ
ン
グ
（
幅
が
五

　

十
㌢
㍍
以
内
の
も
の
）

※
ど
ち
ら
も
自
身
で
搬
出
入
で
き

　

る
も
の
に
限
る

出
品
点
数　

コ
ン
テ
ナ
及
び
ハ
ン

ギ
ン
グ
の
ど
ち
ら
も
何
点
で
も
可

出
品
方
法　

五
月
十
八
日�
ま
で

に
出
品
点
数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

審
査
方
法　

一
般
投
票
及
び
審
査

員
に
よ
る
審
査

★
花
の
苗
の
無
料
頒
布

　

花
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
道
路
沿
い
等
の
公
共
的
な
用

地
に
花
を
植
え
て
管
理
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
、
花
の
苗
を
六
月
と
十
一
月
の

年
二
回
、
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
及
び
苗
に
関
す
る

申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
計
画
課
街
路
公
園
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
７
０
）

　

市
で
は
現
在
、
中
野
市
地
域
情

報
化
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
の
地
域
情
報

化
に
関
し
て
、
総
合
的
か
つ
効
果

的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
の

計
画
で
あ
り
、
中
野
市
総
合
計
画

の
分
野
別
計
画
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
計
画
案
に
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
計
画
案
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

計
画
案
の
公
表
場
所

・
市
役
所
政
策
情
報
課

・
豊
田
支
所
総
務
課

・
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.naga

no.jp/public_com
m
ent/index.

htm

意
見
の
提
出
方
法

文
書
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に

よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
任
意
で
す
が
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
は
必
ず
ご
記
入

く
だ
さ
い
）

提
出
期
限　

四
月
二
十
日�
ま
で

※
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
場
合
は
、

　

豊
田
支
所
総
務
課
で
も
提
出
可

　

な
お
、
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意

見
へ
の
対
応
は
、
ま
と
ま
り
次
第

広
報
な
か
の
等
で
公
表
し
ま
す
。

 （
個
々
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
情
報
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
１
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ�
０
３
４
９
）

〒
３
８
３
―
８
６
１
４　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
３
番　

号
19

Ｅ
メ
ー
ル

joho@
city.nakano.nagano.jp

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
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報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

地
域
情
報
化
計
画
に
ご
意
見
を

花
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
出
品
作
品

花
の
苗
の
無
料
頒
布
希
望
者

募
集

　

こ
の
た
び
、 平
成
十
九
年
度「
水
道

水
質
検
査
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
源
種
別
、
過
去
の

水
質
検
査
結
果
、
水
源
周
辺
の
状

況
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
、

水
質
検
査
等
の
内
容
を
定
め
た
計

画
を
作
成
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
内
容
は
、
市
の
上
下

水
道
課
及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.nakano.naga

no.jp/

）
で
公
表
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
上
水
道
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
８
２
）

 「水道水質検査計画」 を策定
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　市では、総合的に環境保全対策を進めるための環境基本
計画を策定中です。
　このコーナーでは、市民の皆さんが取り組んでいる環境
保全美化活動・環境学習などについて紹介します。
　皆さんからの情報をお待ちしております。
　第１回の今月は、「花と緑の会」をご紹介します。

　花と緑の会（中野市上今井区　代表小林長子さん）は会
員数25名、平成14年から上今井橋の花壇整備を行い、植栽、
水くれ、草刈り等の作業を行い、春先から初冬にかけて季
節の美しい花々は市民の目
を楽しませてくれています。
　他にも、県道のごみ拾い
等の清掃にも献身的に取り
組んでいただき、 その活動
に対し、平成19年度市衛生
自治会の環境衛生功労者表
彰を受賞されました。 
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地
面
を
お
し
の
け
て
、
次
々

と
生
え
て
く
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

は
、
生
命
力
の
強
い
野
菜
で
す
。

最
近
は
、
人
気
の
野
菜
と
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
主
力
の
グ
リ
ー

ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
は
じ
め
、

ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
紫

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
旬
の
こ
の
時
期
は
、

栄
養
分
を
た
く
さ
ん
蓄
え
て
成
長

し
た
、
甘
く
て
味
の
濃
い
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
は
、
素
材
の
良
さ
を
生
か

し
、
簡
単
で
シ
ン
プ
ル
な
「
ア
ス

パ
ラ
の
味
噌
天
ぷ
ら
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

旬
の
食
材 「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」を

お
い
し
く
食
べ
て
健
康
づ
く
り
！

〜
春
の
芽
は
栄
養
の
宝
庫
〜

アスパラガス　３～４束
衣　・天ぷら粉………１カップ
　　　（小麦粉でも可）
　　・味噌…………大さじ１強
　　・砂糖…………ひとつまみ
　　・冷水…………１カップ弱
揚げ油　　　適量

�アスパラガスは食べやすい大
きさに切る。
　※根元の硬い部分は、皮をむ
　くとおいしく食べられます。
�衣をサックリと混ぜ合わせる。
�揚げ油を170℃に熱しておく。
�アスパラガスに衣をつけ、油
でカラッと揚げる。

アスパラの味噌天ぷら

材料（４人分）

作り方

　
「
高
梨
氏
館
跡
」
が
、
平
成
十
九

年
二
月
六
日
付
け
で
国
指
定
文
化

財
（
史
跡
）
と
な
っ
た
こ
と
を
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
国
史
跡
指
定
記

念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
歴
史
の
中
か
ら
現

代
に
通
ず
る
も
の
を
執
筆
さ
れ
て

い
る
作
家
の
童
門
冬
二
先
生
を
お

迎
え
し
て
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。（
入
場
無
料
）

期
日　

五
月
十
三
日�

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
　
  
（
午
後
一
時
開
場
）

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

講
師　

作
家 
童
門 
冬
二　

先
生

演
題　

歴
史
に
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

―
高
梨
氏
館
跡
国
指
定
を
機
会
に
―

《
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

（
本
名
）
太
田
久
行

昭
和
二
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。

か
つ
て
東
京
都
庁
に
勤
め
、
都
立

大
学
事
務
長
、
広
報
室
課
長
、
企

画
関
係
部
長
、
知
事
秘
書
、
広
報

室
長
、
企
画
調
整
局
長
、
政
策
室

長
な
ど
を
歴
任
し
て
退
職
し
、
作

家
活
動
に
入
る
。
現
在
、
執
筆
活

動
の
か
た
わ
ら
、
講
演
活
動
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

第
四
十
三
回
芥
川
賞
候
補
。
日
本

文
芸
家
協
会
、
日
本
推
理
作
家
協

会
会
員
。
平
成
十
一
年
勲
三
等
瑞

宝
章
受
章
。

主
な
著
者
に
「
小
説 
上
杉
鷹
山

（
上
・
下
）」、「
近
江
商
人
魂
（
上
・

下
）」、「
名
将
に
学
ぶ
人
間
学
」、

「
男
の
器
量
」
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
（�
�
２
１
１
１
内
線

３
０
８
）

 「高梨氏館跡」
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定国史跡指定

記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会記念講演会
歴史に生かすまちづくり

―高梨氏館跡国指定を機会に―
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今
月
は
、
子
育
て
課
か
ら
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を
行

い
た
い
人
と
援
助
を
受
け
た
い

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

　

事
業
の
内
容
は
、
①
保
育
所

等
へ
の
送
迎
、
②
保
育
所
等
の

保
育
開
始
前
や
終
了
後
に
子
ど

も
を
預
か
る
、
③
外
出
時
に
子

ど
も
を
預
か
る
、
④
休
日
に
子

ど
も
を
預
か
る
な
ど
の
子
育
て

援
助
活
動
で
す
。

　

援
助
を
依
頼
し
た
い
会
員
は
、

市
に
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
市
で
は
、
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
提
供
会
員
を
依
頼
会
員

に
連
絡
し
、
子
育
て
の
相
互
援

助
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

費
用
は
、
一
時
間
当
た
り
六

百
円
か
ら
七
百
円
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
に
は
特
別
な
資

格
は
必
要
な
く
、
活
動
中
の
事

故
等
に
対
し
て
は
補
償
保
険
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
全
体
で
子
育
て

を
応
援
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
、
さ
ら
に
充

実
し
た
組
織
に
す
る
た
め
に
会

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い

方
、
子
育
て
に
余
裕
の
あ
る
方
、

子
育
て
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
は
奮
っ
て
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

登
録
申
し
込
み
や
詳
し
い
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は

市
役
所
子
育
て
課
、
豊
田
支
所

子
ど
も
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

童門 冬二 先生
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こ
の
四
月
一
日
か
ら
、
子
育
て

世
帯
等
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
三
歳
未
満
の
乳
幼
児

を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
す
る
児

童
手
当
の
額
が
、
第
一
子
及
び
第

二
子
は
右
下
の
表
の
と
お
り
、
一

律
一
万
円
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

※
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
か

ら
の
手
続
き
は
特
に
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
平
成
十
九
年

四
月
以
降
、
三
歳
到
達
の
翌
月

か
ら
第
一
子
及
び
第
二
子
の
手

当
額
は
五
千
円
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
５
６
）

・
豊
田
支
所
子
ど
も
課
子
ど
も
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

０歳以上３歳未満の児童
　　《現行》　　　　　　　　　   《改正》　
 第１子、第２子　月額５千円 → 月額１万円
　　　　　　　　　　　　　　　　 (倍増)
   第３子以降　　月額１万円 → 月額１万円
　　　　　　　　　　　　　　　(現行どおり)

３歳以上
　第１子、第２子　月額５千円（現行どおり）
   第３子以降　　 月額１万円（　　〃　　）

　

し
尿
の
く
み
取
り
及
び
浄
化
槽

清
掃
の
許
可
業
者
が
、
こ
の
四
月

一
日
か
ら
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
の
く
み
取
り
ま
た
は
合

併
処
理
浄
化
槽
の
清
掃
を
依
頼
す

る
場
合
は
、
左
記
の
業
者
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
く
み
取
り
料
金
は
下
表
を
参
照
）

く
み
取
り
式
ト
イ
レ ・ 
合
併
処
理
浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ

※圃場条件、作業条件により料金を増減できます。
　領収書は必ず発行してください。

　平成19年度の農作業標準労賃・機械作業標準料金が、
ＪＡ中野市及びＪＡ北信州みゆき豊田支所、そして市農
業委員会において決定しました。
　標準労賃及び料金は下表のとおりです。

付　　　記金額(円)単位作業名

770１時間当り田 植

水
田
作
業

740〃一 般 作 業

あぜこし料

圃場１枚当り300円

8,40010ａ当り耕 起動力耕
転作業 7,030〃代 か き

運転者燃料付､植付けのみ7,94010ａ当り田 植 機

農機具
　　〃　、結束ひも付10,880〃バインダ－

　　〃　、ハゼカケもの基準11,130〃ハ－ベスタ－

　  〃　20,550〃自脱コンバイン

6,48010ａ当り動 力 耕 転 作 業畑
作
業 アスパラガス、その他740１時間当り一 般 作 業

1,380１時間当り剪 定

果
樹
作
業

740〃摘　 花・摘 　果

740〃袋 掛 け

740〃一 般 作 業

運転者燃料付､

薬剤･補助者別途
4,20010ａ当り

成木､１回Ｓ Ｓ 防 除 作 業

運転者燃料付、運搬料別途5,700１時間当り15ＰＳ以上バック
ホ ー 　　　　〃5,090〃15ＰＳ未満

本機貸出し1,130
10a当り肥 料 散 布 作 業

（マニアスプレッター） 運転者燃料付3,330

長野労働局の定めによる菌 茸 作 業

問い合わせ先　農業委員会事務局 （�22-2111 内線322）
　　　　　　　農業委員会豊田分室 （�38-3111 内線143）

農作業標準労賃
機械作業標準料金が決定

○し尿くみ取り許可業者一覧
所在地・電話番号業者名

中野市大字中野1559－1
�２２－３０７２

㈲中野環境
サービス　

中野市大字片塩78-2
�２２－４４６５

㈲徳竹クリーン
 サービス 　

中野市大字永江3610-1
�３８－３７５７丸 山 弘 平

○浄化槽清掃許可業者一覧
所在地・電話番号業者名

中野市大字中野1559-1
�２２－３０７２

㈲中野環境
サービス

中野市大字片塩78-2
�２２－４４６５

㈲徳竹クリーン
 サービス 　

長野市豊野町大字豊野912
�０ ２ ６-２ ５ ７-２ １ ９ ６

小嶋工業
小嶋重子

※小橋衛生舎は平成18年８月12日付けで、
中野衛生舎は平成19年３月31日付けで
営業を廃止しました。

問い合わせ先
○市役所環境課衛生係(�22-2111内線245）
○豊田支所市民環境課市民環境係(�38-3111内線135)

○くみ取り料金
１, ４００円１８０リットル以下基本料金

一
回
に
つ
き

１４０円
１８０リットルを超え
る場合は、その超える
18リットルごとに

超過料金

１００円

清掃車が使用するくみ
取りホースの長さが、
40メートルを超えるく
み取りを行う場合

特別加算
料　　金

　

今
年
は
記
録
的
な
暖
冬
と
な
り
、

市
で
は
、
こ
の
暖
冬
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
の
予
防
等
に
備
え
て
、

「
農
作
物
暖
冬
影
響
対
策
特
別
本

部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
日　

三
月
十
六
日�

設
置
の
内
容　

・
市
役
所
農
政
課
、
豊
田
支
所
経

済
課
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
、
Ｊ
Ａ
北

信
州
み
ゆ
き
豊
田
支
所
に
相
談

窓
口
の
設
置

・
被
害
対
策
の
啓
発
活
動
、
現
地

指
導
、
園
地
の
巡
回

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
５
３
）

農
作
物
暖
冬
影
響
対
策
特
別
本
部
を
設
置

４月１日からの児童手当の金額

児童手当制度が拡充児童手当制度が拡充
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人
間
の
子
ど
も
は
限
り
な
い
可

能
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
す
ぐ
何

か
が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
て

生
ま
れ
て
は
き
ま
せ
ん
。
そ
の
能

力
や
力
や
感
情
の
開
花
は
、
誕
生

後
の
長
い
歳
月
を
か
け
て
の
養
育
・

教
育
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
動
物
の
場
合
は
、
例
え

ば
ア
フ
リ
カ
の
大
草
原
に
生
き
る

草
食
動
物
は
、
肉
食
動
物
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
生
ま
れ
落
ち
る
と

す
ぐ
に
立
ち
上
が
り
走
る
能
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
短
期
間
に
生
き

ぬ
い
て
い
く
術
を
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。

　

人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
一

人
で
は
何
一
つ
す
る
力
も
持
ち
合

わ
せ
な
い
で
誕
生
し
て
き
ま
す
が
、

内
に
あ
る
可
能
性
が
ゆ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
人
間
と
し
て
の
感
情

や
能
力
や
力
と
し
て
発
現
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　

一
歳
の
こ
ろ
は
「
だ
っ
こ
」
な

ど
人
に
係
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

望
む
感
情
が
芽
生
え
、
二
歳
こ
ろ

に
な
れ
ば
自
分
か
ら
友
達
の
い
る

方
へ
寄
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
、

三
歳
こ
ろ
に
は
遊
び
の
世
界
を
広

げ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
四

歳
・
五
歳
に
な
る
と
「
こ
れ
な
あ

に
？
」「
ど
う
し
て
？
」
と
「
も

の
」
や
「
こ
と
」
に
興
味
関
心
が

増
し
、
知
り
た
が
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
小
学
校
に
入
学
す

る
と
、 知
・
情
・
意
の
活
動
を
活
発

に
学
習
活
動
に
展
開
し
て
い
く
よ

う
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
成
長
は
、

養
育
・
教
育
に
あ
た
る
人
と
子
ど

も
の
相
互
の
働
き
か
け
合
い
に
よ

っ
て
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
期
の
子
ど
も
の
生
き
生

き
と
し
て
じ
っ
と
し
て
は
い
ら
れ

な
い
動
き
や
言
葉
や
感
情
に
着
目

し
、
受
け
止
め
て
働
き
か
け
育
ち

を
促
し
て
い
く
こ
と
が
原
点
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

動
物
の
子
は
、
野
性
で
育
て
ら

れ
よ
う
が
人
間
に
飼
育
さ
れ
よ
う

が
熊
の
子
は
熊
に
育
つ
が
、
人
間

の
子
は
、
人
間
に
育
て
ら
れ
な
け

れ
ば
人
間
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
物
語
る
「
狼
に
育

て
ら
れ
た
子
、
カ
マ
ラ
と
ア
マ
ラ

の
養
育
日
記
」
が
有
名
で
す
。
一

九
二
〇
年
に
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ

タ
で
狼
に
育
て
ら
れ
た
二
人
の
人

間
の
女
の
子
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
ら
穴
で
人
間
の
よ
う
な
姿
を
し

た
お
ば
け
が
狼
と
一
緒
に
い
る
と

い
う
村
人
の
話
に
イ
ギ
リ
ス
人
の

宣
教
師
キ
ン
グ
牧
師
が
ほ
ら
穴
に

出
向
き
、
四
つ
ん
ば
い
で
歩
き
、

ウ
ォ
ー
ッ
と
狼
の
声
を
発
す
る
二

人
を
生
け
捕
り
に
し
て
、
カ
ル
カ

ッ
タ
の
孤
児
院
に
連
れ
て
帰
り
ま

し
た
。
姉
を
カ
マ
ラ
、
妹
を
ア
マ

ラ
と
名
づ
け
、
人
間
の
子
と
し
て

育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ

マ
ラ
は
八
歳
で
、
十
七
歳
に
な
る

ま
で
九
年
間
生
き
、
ア
マ
ラ
は
二

歳
で
、
二
年
間
生
き
四
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
キ
ン
グ
夫
妻
は
愛
情

を
も
っ
て
人
間
的
な
成
長
を
促
す

こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

姉
の
カ
マ
ラ
に
は
動
物
の
生
活
に

必
要
な
条
件
が
形
成
さ
れ
、
固
定

化
さ
れ
て
い
て
、
か
ら
だ
の
中
に

眠
っ
て
い
た
人
間
的
な
本
能
を
呼

び
起
こ
し
、
発
達
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
と
て
も
困
難
な
こ
と
で
し
た
。

食
べ
物
は
生
肉
以
外
に
は
興
味
を

示
さ
な
か
っ
た
り
、
悲
し
み
の
感

情
も
な
く
精
神
の
変
化
も
見
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
単
語
は
数
十
語
を

覚
え
た
が
、
自
分
か
ら
は
言
葉
を

使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
〜
三
年
た
っ
て
二
本
足
で
立
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
走
れ

る
よ
う
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
話
か
ら
示
唆
さ
れ
る
こ
と
は
、

�
愛
情
こ
そ
が
養
育
を
可
能
に
し

て
い
く
根
本
で
あ
る
こ
と

�
生
ま
れ
て
か
ら
七
〜
八
歳
ま
で

の
養
育
は
、
人
間
性
の
土
台
を

つ
く
る
極
め
て
大
事
な
時
期
で

あ
り
、
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と

�
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
「
環

境
」
づ
く
り
が
い
か
に
大
切
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と

な
ど
乳
幼
児
期
の
養
育
す
る
こ
と

の
意
味
や
重
さ
が
問
わ
れ
ま
す
。

　今や子どもを取りまく問題が山積し、教育のありようが問われているとき、はじめに
子どもを育てることの原点は何かを考え、そこから取り組んでいきましょう。

内
か
ら
あ
ふ
れ

内
か
ら
あ
ふ
れ

出
よ
う
と
す
る

出
よ
う
と
す
る

子
ど
も
の
力
に
着
目

子
ど
も
の
力
に
着
目

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

「
養
育
の
重
さ
」

 「
養
育
の
重
さ
」

を
問
わ
れ
る

　

を
問
わ
れ
る

乳
幼
児
期

　
　
　
　

乳
幼
児
期

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�編集�
中野市教育委員会

―子どもの育ちに寄せる願い― 第１章　原点を見つめる

平成19年度入学　児童生徒数

中野小  154(173)

日野小   25( 28)

延徳小   35( 31)

平野小   79( 95)

高丘小   38( 26)

長丘小   14( 16)

平岡小   42( 48)

科野小   24( 25)

倭小     16( 14)

豊井小   26( 24)

永田小   15( 14)

小学校計 468(494)

南 宮 中  213(216)

中野平中  153(137)

高 社 中  124( 93)

豊 田 中   45( 39)

中学校計  535(485)

  (　)内は18年度の数

No.１
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信濃グランセローズ歓迎会

今月の表紙

　３月22日、市民交流イベント｢信濃グランセロー
ズ歓迎会｣が実行委員会の主催により、約400名の市
民の皆さんが集まり、市内で開催されました。
　当日は、信濃グランセローズの皆さんに、子ども
たちから花束の贈呈、実行委員長から市民の応援メ
ッセージが贈られ、監督及びコーチ、選手等の自己
紹介も行われました。また歓迎会の前には、ちびっ
子野球や中野シニアリーグの子どもたちが、握手や
サインをもらうなど、心に残る交流を図りました。

小沼の餅かえ行事
　３月８日の早朝、市内外から多くの人が訪れる中、
市の無形民俗文化財にも指定されている「小沼の餅か
え行事」が行われました。当日は、ほら貝の音を合図
に庚申塔の前に集まった皆さんが、事前に作ったワラ
ツト（もちにあんこやきな粉をつけてわらで包んだも
の）を持ち寄り、お互いの無病息災や家内安全、五穀
豊穣などを祈って交換しあいました。この日のために
作られた「ワラ馬」は、火事から家を守ると伝えられ
ています。

▲各家庭から持ち寄ったワラツトを交換しました
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▲大迫力の大灯籠びなが市街地を練り歩きました

　３月31日と４月１日の両日、北信州に春を呼ぶ「中
野ひな市」が市街地において開催されました。
　31日の朝には土びなの展示即売会が行われ、市内外
から訪れた大勢の皆さんが好みの土人形を買い求めて
いました。また、午後には信濃グランセローズの歓迎
会や、長野県出身のアイドルユニット「ココロコロン」
のミニコンサートが開かれたほか、夕方には西町祭祀
団を中心に「大灯籠びな」が市街地を練り歩くなど、
さまざまな催しが行われました。

▲事前に整理券が配布され、抽選で行われた展示即売会

中野ひな市

　３月16日に市内の各中学校において、17日には各小
学校において卒業式が行われました。この春の卒業生
は、中学生が462人、小学生が541人でした。卒業証書
を受け取った卒業生たちは、お世話になった先生や在
校生、保護者に見守られる中、学校生活でのたくさん
の思い出とともに、これからの夢や希望を抱きながら
学舎を後にしました。（写真：高社中学校）

小・中学校卒業式
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　３月22日、一般県道豊田中野線道路改築　笠倉～壁田
間の中心杭打式が、壁田の現地において行われました。
　当日行われた杭打ちでは、幸せを誘い、そして豊田
地域と中野地域の絆がさらに深まるようにとの願いが
込められた 「誘幸 （ゆうこう） 絆の杭」が、村井県知事や
青木市長など関係者によって打ち込まれました。中野
市の南北を結ぶ重要な道路として、また、観光や災害時
などのアクセス道路として、整備が進められていきます。

笠倉～壁田間 中心杭打式

「鳥の大学」講演会

▲力強く杭を打ち込む青木市長 ▲先生や在校生が見守る中、学舎を後にしました

日本の歌百選を歌う集い
　３月21日、中山晋平生誕120年記念「親子で歌いつご
う　日本の歌百選」を歌う集いが、中山晋平記念館に
おいて開催されました。昨年９月から11月までに文化
庁が実施した「親子で歌いつごう　日本の歌百選」で
は、101曲中６曲が中山晋平作曲、５曲が高野辰之作詞
によるものでした。当日参加された皆さんは、これら
の中からお気に入りの歌や思い出のある曲を選び、エ
ピソードを交えながら披露されていました。

▲子どもも大人も世代を超えて、一緒に歌いました

　３月17日、平成18年度「鳥の大学」講演会が中央公
民館講堂において開催されました。
　当日は、市教育委員会から「十三崖のチョウゲンボ
ウ繁殖地環境整備事業」の趣旨や方法などについて報
告の後、�山階鳥類研究所長の山岸哲先生を講師にお迎
えし、野生鳥類の保全に関する問題点や、十三崖の保全
の方向性などについてお話をしていただきました。

▲山階鳥類研究所長の山岸哲先生による講演

親子で歌いつごう

一般県道豊田中野線道路改築
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 七瀬の五輪塔（市有
形民俗文化財）  。地方
では珍しい大型のもの。

�▲ 七瀬双子塚古墳。善光寺平最
北端の前方後円墳として昭和
60年、県史跡に指定された。

�▼ 船橋(当時の写真)。物資の流通
が盛んになってきた明治15年頃、
舟渡しに代わり架設された。

�▲ 船橋の跡。現在は北
陸新幹線の工事に伴い、
碑は移動されている。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　穂崎神社を会場に、４月３日の春祭り
では新生児と新入学生（小学生）をお祝
いする行事や、10月には五穀豊穣を祈願
する秋祭りを催しています。また、11月
には、立ヶ花公会堂のお堂の前で「知恵
のだんご（現在はお菓子）」をまき、子ど
もたちの健康などを願う行事もあります。

　七瀬には多くの石碑が残されています。
特に五輪塔は市指定の有形民俗文化財で、
４・６・８・10月には双子塚古墳と一緒
に手入れや草刈りをし、皆で大切にして
います。主な行事には、４月25日に五輪
堂で行う五輪尊縁日や、９月下旬に公会
堂で開催している秋祭りなどがあります。

No.�

 七   瀬  区
なな せ

   立  ヶ  花 区
たて が はな

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長丘長丘
地区地区

平野平野
地区地区高丘高丘

地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
図
書
館
花
の
会
」

は
、
以
前
に
図
書
館
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
花
植
え
と
草
取
り
に
関
心
の
あ
る
方
を

募
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
三
年
十
月
に

七
名
ほ
ど
で
活
動
を
始
め
、
平
成
十
五
年

か
ら
「
図
書
館
花
の
会
」
と
い
う
名
称
で
、

現
在
約
二
十
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
年
二
回
の
花
植
え
と
週
一
回

交
代
で
花
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
た
め
、
各
自
が
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
花
も
生
き
て
い
る
の
で
、
雨
が

降
ら
な
い
時
は
元
気
に
育
つ
よ
う
水
く
れ

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館

に
は
指
針
と
な
る
多
く
の
本
が
あ
る
の
で
、

管
理
に
は
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
会
の
活
動
は
花
の
管
理
で

す
が
、
日
ご
ろ
の
図
書
館
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
か
ら
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
に

も
何
か
力
に
な
れ
れ
ば
と
の
こ
と
。

　

会
長
の
吉
永
喜
代
子
さ
ん
は
、「
真
剣

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
小
島
さ
ん
か
ら
会

長
を
引
き
継
い
だ
ば
か
り
で
す
が
、
今
後

も
皆
で
楽
し
く
、
花
壇
と
花
づ
く
り
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

���

信州中野信州中野
インターインター
チェンジチェンジ

七瀬双子塚七瀬双子塚
古墳古墳

図書館花の会
会長　吉 永 喜代子

�

立ヶ花公会堂立ヶ花公会堂

主要地方道中野・豊野線主要地方道中野 ・ 豊野線
立ヶ花橋立ヶ花橋

��
五輪塔五輪塔

��
七瀬公会堂七瀬公会堂

��

老人保健施設老人保健施設
もえぎもえぎ

志賀中志賀中 野有料
道路

野有料
道路

穂崎神社穂崎神社
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
浩
一
さ
ん
・
由
紀
子
さ
ん
）
二

年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
職
場

の
歓
迎
会
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
浩
一
さ
ん
）
か
わ
い
い
な
ぁ
と

い
う
の
と
、
天
然
な
感
じ
が
し
ま

し
た
ね
。

（
由
紀
子
さ
ん
）
話
す
前
は
少
し

怖
か
っ
た
で
す
（
笑
）。
で
も
、
話

を
し
て
み
た
ら
、
笑
顔
が
す
て
き

で
面
白
い
人
で
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
浩
一
さ
ん
）
嫌
な
事
を
す
ぐ
忘

れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。
身
の

ま
わ
り
の
こ
と
や
料
理
も
よ
く
し

て
く
れ
る
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
由
紀
子
さ
ん
）
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
、
先
を
考
え
て
行
動
し
て
く

れ
る
の
で
頼
り
に
な
り
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
浩
一
さ
ん
）
明
る
く
て
楽
し
く
、

笑
い
の
あ
る
あ
た
た
か
な
家
庭
で

す
。
由
紀
子
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
楽

し
ん
で
い
こ
う
！

（
由
紀
子
さ
ん
）
お
互
い
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
帰
っ
て
き
や
す

い
家
庭
に
し
た
い
で
す
。
浩
一
さ

ん
、
十
年
後
も
二
十
年
後
も
今
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
よ
う
ね�

清　水　浩　一  さん  （29歳）
　　　　由紀子  さん  （26歳）

（西町）
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ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
医
者
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
頭
の
骨
を
お
っ

て
入
院
し
た
時
「
ぼ
く
も
人
を
助

け
ら
れ
て
こ
ん
な
先
生
み
た
い
に

な
り
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
時
の
先
生
方
に
は
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

医
者
に
な
る
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
い
る
事
の
一
つ
は
勉
強
で
す
。

お
母
さ
ん
に
「
医
者
に
な
る
の
は

そ
ん
な
に
簡
単
じ
ゃ
な
い
よ
」
と

言
わ
れ
て
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
な
き

ゃ
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
勉
強
よ
り
も
も
っ

と
大
切
な
事
、
そ
れ
は
相
手
へ
の

思
い
や
り
で
す
。
ぼ
く
を
み
て
く

れ
た
先
生
は
、
す
ご
く
優
し
く
ぼ

く
を
治
し
て
く
れ
ま
し
た
。
な
の

で
学
校
で
も
み
ん
な
に
思
い
や
り

を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
仲
良

く
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
毎
日
感
謝
し
て

い
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
自

分
が
健
康
な
事
で
す
。
世
界
中
に

は
重
い
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
ご

飯
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
事

を
忘
れ
な
い
で
自
分
の
目
標
に
む

か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
医
者
に
な
り
た
い�

中野小学校６年
　中村　祐介くん

�

新新 婚婚 ささ
んん

　

同
じ
職
場
で
出
会
っ
た
二
人

　
　
　

あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
家
庭
に

新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

県市町村対抗小学生駅伝競走大会

　小学生の陸上競技の普及や、心身の健全な発達のた
めに開催されている長野県市町村対抗小学生駅伝競走
大会の中野市選考会が、３月10日、市営運動場の特設
トラックを会場に実施されました。
　この選考会は、今年の５月６日に松本市で開催され
る同大会に向けて、中野市代表チームの選手を決定す
るために開かれたものです。
　当日は、平成19年度に小学４・５・６年生になる児
童ら約60名が集まり、男女別に1.5キロメートルのタイ
ムレースを実施しました。
　この日は男女ともに上位４名を選考し、今後の合同
練習において大会の出場選手を決定します。

中野市選考会を実施しました
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期
日　

５
月　

日�
27

集
合
場
所　

中
野
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
受
付
・
ゴ
ー
ル
場
所
）

種
目　

�
高
校
生
以
上　

歳
以
下
男
子
…

39

５
㎞
・　

㎞
、

10

�
　

歳
以
上
男
子
…
５
㎞
・　

㎞

40

10

�
一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）
…

５
㎞
・　

㎞
10

�
中
学
男
子
…
５
㎞

�
中
学
女
子
…
３
㎞

�
小
学
生
男
子
（
４
年
生
以
上
）

…
３
㎞

�
小
学
生
女
子
（
４
年
生
以
上
）

…
３
㎞

�
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
性
別
、
年
齢

問
わ
ず
、
時
間
計
測
な
し
）
…

３
㎞
・
５
㎞
（
※
た
だ
し
、
小

学
生
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、

必
ず
保
護
者
同
伴
。）

制
限
時
間　
　

㎞
…　

分

10

70

　
　
　
　
　

５
㎞
…　

分
45

参
加
資
格　

健
康
な
方
（
小
・
中
・

高
校
生
は
、
保
護
者
が
認
め
た
方
）

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

ア
ン
ズ
、
カ
リ
ン
等
の
果
樹
な
ど

無
償
頒
布
本
数　
　

本
920

　

人
事
院
、
国
税
庁
で
は
、
国
税

に
関
す
る
調
査
や
指
導
な
ど
の
事

務
を
行
う
国
税
専
門
官
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

53

61

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

61

れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
方

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び

平
成　

年
３
月
ま
で
に
大

20

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
方

申
込
期
間　

４
月
２
日�
〜　

日
13

�
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
、
期
間

内
の
通
信
日
付
印
有
効
）

試
験
日

第
１
次
試
験
６
月　

日�
10

第
２
次
試
験
７
月　

日�
〜　

日

23

26

�
の
い
ず
れ
か
１
日
（
第
１
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
）

試
験
地

第
１
次
試
験　

松
本
市
他

第
２
次
試
験　

さ
い
た
ま
市
他

採
用
予
定
数　

約
１
０
０
０
人

（
全
国
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

２
５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
１
５
０
０
円
）、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
１
５
０
０
円

※
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
傷
害
保
険

　

代
を
含
む
。

申
込
締
切　

５
月
７
日�

そ
の
他　

参
加
賞
と
し
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
。
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い

ま
す
。

�
平
成　

年
度
緑
化
運
動

19

　

緑
化
の
推
進
と
森
林
資
源
の
造

成
を
図
る
た
め
、
５
月　

日�
ま

31

で
の
期
間
を
「
緑
化
推
進
特
別
強

調
月
間
」
と
し
て
緑
化
運
動
が
展

開
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
緑

の
募
金
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

�
緑
化
苗
木
頒
布
会

　

緑
豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土
の
建

設
、
森
林
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発

を
図
る
た
め
、
緑
化
苗
木
の
頒
布

会
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　

４
月　

日�
26

時
間　

午
前　

時
（
整
理
券
は
午

10

前
９
時　

分
か
ら
配
布
し
ま
す
）

15

会
場　

中
央
公
民
館
駐
車
場
（
雨

天
時
は
公
民
館
向
か
い
の
中
野
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
頒
布
）

苗
木
の
種
類　

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
、

サ
ザ
ン
カ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
ほ
か
、

国民年金「学生納付特例制度」のお知らせ

国
税
専
門
官
募
集

信
濃
中
野
税
務
署
総
務
課

�
３
１
５
１

�

★申請は毎年必要です
　学生納付特例制度は、在学中の保険料を社会人になってから
納めることができる制度です。大学（大学院）、短大、高等学校、
専修学校及びその他の教育施設（夜間・定時制課程や通信課程
の方も含む）に在学する20歳以上の方で、学生本人の前年の所
得が一定以下（扶養親族などがいない場合118万円以下）の方が
対象となります。手続きには、年金手帳、学生証の写しまたは
在学証明書、印鑑が必要です。
★老後だけでなく、万が一の時も安心です
　学生納付特例期間は、将来受ける年金の受給資格期間となり
ますが、年金額には反映されません。満額の老齢基礎年金を受
け取るために、10年以内であれば保険料を納めること（追納）
ができます。ただし、３年度目以降は加算金が上乗せされます。
また、学生納付特例期間は、未納期間となりませんので、病気
やケガといった万が一の時にも安心です。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１３３）または長野北社会保険事務所
（�０２６（244）４１００）

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ

ふ
る
さ
と

マ
ラ
ソ
ン
大
会

市
民
体
育
館
内
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
ふ

る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

�
３
５
７
２

�

　

信
州
大
学
で
は
、
大
学
の
授
業

を
学
生
と
と
も
に
受
講
す
る
機
会

を
、
一
般
市
民
及
び
高
校
生
の

方
々
に
開
放
し
て
お
り
ま
す
。
本

学
の
学
生
・
教
職
員
と
と
も
に
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

開
講
期
間

　

前
期　

４
月
〜
７
月

　

通
年　

４
月
〜
平
成　

年
２
月

20

　

後
期　
　

月
〜
平
成　

年
２
月

10

20

開
講
場
所　

信
州
大
学　

全
教
育

機
構
及
び
各
学
部

募
集
定
員　

特
に
設
け
ま
せ
ん
が
、

受
講
者
数
の
関
係
で
受
講
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

受
講
料　

前
期
開
講
科
目
（
１
授

業
科
目
）
９
２
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.shinshu-u.ac.jp

/
htm
l/shim

in/

平
成　

年
度
緑
化
運
動
・

19

緑
化
苗
木
頒
布
会

農
政
課
耕
地
林
務
係
（
内
線
２
５

１
）
ま
た
は
豊
田
支
所
経
済
課
農

政
係
（
内
線
１
２
４
）

�

信
州
大
学

市
民
開
放
授
業

信
州
大
学
学
務
課

０
２
６
３�
２
８
７
０

�
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専
門
調
理
師
・
調
理
技
能
士
の

国
家
試
験
は
、
毎
年
、
前
期
と
後

期
に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
前

期
は
「
す
し
料
理
、
中
国
料
理
及

び
給
食
用
特
殊
料
理
」、
後
期
は

「
日
本
料
理
、
西
洋
料
理
及
び
麺

料
理
」
に
つ
い
て
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
学
科
試
験
と
実

技
試
験
に
分
か
れ
て
お
り
、
合
格

し
ま
す
と
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

「
専
門
調
理
師
認
定
・
調
理
技
能

士
検
定
合
格
」
証
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

試
験
実
施
日　

実
技
試
験
…
７
月

　

日�
〜
８
月　

日�
、
学
科
試

17

17

験
…
７
月　

日�
23

受
験
申
請
期
間　

５
月
２
日�

（
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.chouri-ggc.or.jp/

　

雇
用
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
団

塊
の
世
代
を
中
心
と
し
た
方
々
が
、

果
樹
栽
培
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
能

を
習
得
し
、
よ
り
有
利
な
条
件
で
再

就
職
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
技
能
講

習
会
と
合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者

①　

歳
か
ら　

歳
ま
で
で
、
働
く

57

68

　

意
欲
の
あ
る
方

②
脚
立
作
業
の
可
能
な
方

③
実
技
会
場
ま
で
車
で
通
え
る
方

定
員　
　

名
24

申
込
期
限　

４
月　

日�
23

講
習
期
間　

５
月　

日�
〜
９
月

17

　

日�
14※

日
程
は
下
表
の
と
お
り

受
講
料　

無
料

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

【
気
候
変
動
に
関
す
る

　

政
府
間
パ
ネ
ル
報
告
書
】

　

先
日
、
地
球
温
暖
化
に
関

す
る
世
界
の
研
究
者
で
つ
く

る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（IPC

C

）」
の

第
一
作
業
部
会
は
、
第
四
次

の
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

報
告
書
で
の
主
な
内
容
は
、

・
気
候
シ
ス
テ
ム
に
温
暖
化

専
門
調
理
師 
・ 
調
理

技
能
士
の
国
家
試
験

�
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

０
３
（　

）
１
８
６
７

3667

�

果
樹
栽
培

ア
シ
ス
タ
ン
ト

講
習
受
講
生
募
集

�
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー�
０
４
６
８

�

　コンポスト化施設により製造した肥料、
なかの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
４・５月の販売日
４月４日�、11日�、15日�、25日�
５月２日�、９日�、13日�、23日�
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)1,500円、
バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日
　前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先
上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所上下水道係（内線１６３）

 なかの 「おすみちゃん」 販売

シリーズ
地球温暖化防止⑬

が
起
こ
っ
て
い
る
と
断
定

す
る
と
と
も
に
、
人
為
起

源
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増

加
が
温
暖
化
の
原
因
と
ほ

ぼ
断
定
。

・　

年
か
ら　

年
ま
で
に
比

1980

1999

べ
、　

世
紀
末
の
平
均
気

21

温
上
昇
は
、
環
境
の
保
全

と
経
済
の
発
展
が
地
球
規

模
で
両
立
す
る
社
会
に
お

い
て
は
、
約　

℃
（　

℃

1.8

1.1

〜　

℃
）
で
あ
る
一
方
、

2.9
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
重

視
し
つ
つ
高
い
経
済
成
長

を
実
現
す
る
社
会
で
は
約

　

℃
（　

℃
〜　

℃
）
と

4.0

2.4

6.4

予
測
。

・
積
雪
面
積
や
極
域
の
海
氷

は
縮
小
。
北
極
海
の
晩
夏

に
お
け
る
海
氷
が
、　

世
21

紀
後
半
ま
で
に
ほ
ぼ
完
全

に
消
滅
す
る
と
の
予
測
も

あ
る
。

・
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
上
昇
に
よ
り
、
海
洋
の

酸
性
化
が
進
む
と
予
測
。

な
ど　

項
目
で
す
。

10

　

温
暖
化
の
進
行
に
よ
り
予

測
で
き
な
い
様
々
な
地
球
的

規
模
で
の
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
見
直
す

こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

会　　場講習内容開催日

ＪＡ中野市営農センター開講式・果樹の栽培管理５月17日�

中野市内園地

ぶどう ・ りんごの栽培管理５月18日�

梨・桃の栽培管理５月21日�

ぶどう ・ りんごの栽培管理
５月22日�

５月23日�

梨・桃の栽培管理５月24日�

アップルシティーなかの合同面接会５月25日�

中野市内園地りんごの葉摘
９月12日�

９月13日�

園地
ＪＡ中野市営農センター

りんごの葉摘・閉講式９月14日�
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公
共
職
業
訓
練

３
か
月
コ
ー
ス ・

５
月
生
募
集

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
訓
練
課
受
講
者
係

０
２
６ （　

） ７
８
５
６

243

�

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
３
月　

日
現
在
で
掲
載
）

19

★
肘
掛
け
座
椅
子
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

大
人
用
三
輪
車
★
自
転
車
★
テ

ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
子
供
服
（
女

の
子
用
）
★
ダ
ン
ベ
ル
★
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
★
五
月
人
形
★
プ
リ

ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
★
食
器

棚
★
ソ
フ
ァ
ー
★
タ
イ
ヤ
チ
ェ

�
ゆ
ず
り
ま
す

ー
ン
★
破
魔
矢
★
水
槽
（
飼

育
セ
ッ
ト
付
）

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
三
味
線
★
車

イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ

ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
カ
ー

オ
ー
デ
ィ
オ
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
自
転
車

★
電
動
自
転
車
★
シ
ル
バ
ー
カ

ー
（
手
押
し
）
★
子
供
服
（
双

子
の
男
の
子
用
）
★
テ
レ
ビ
★

車
用
ス
ピ
ー
カ
ー （
屋
根
設
置
）

★
炊
飯
器
★
ガ
ス
コ
ン
ロ

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
使
用
時
間
が
延
長

に
な
り
ま
し
た

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

（
内
線
３
５
６
）

�

１ 
・ 
２
級
建
設
機
械

施
工
技
術
検
定
試
験

�
日
本
建
設
機
械
化
協
会
試

験
部
０
３ （　

） ６
１
４
１

3433

�

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
り
ん

ご
っ
こ
・
さ
く
ら
ん
ぼ
・
う
さ
ぎ

っ
子
）
の
使
用
時
間
が
、
４
月
か

ら
午
後
５
時
ま
で
延
長
に
な
り
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

遊
び
場
が
ほ
し
い
、
お
友
達
を

作
り
た
い
、
育
児
っ
て
大
変
、
そ

ん
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
子
育
て

真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
、
お
子
さ

ん
が
集
え
る
場
所
が
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
。

対
象
者　

建
設
機
械
操
作
施
工
に

従
事
し
て
い
る
方
。

申
込
み
期
限　

４
月　

日�
13

試
験
日　

６
月　

日�
17

受
験
手
数
料　

１
万
円
（
１
種
別

に
つ
き
。
※
実
地
試
験
は
別
途
手

数
料
が
必
要
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.jcm
anet.o

r.jp
/

訓
練
科
目

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
科

②
ビ
ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

科
訓
練
期
間　

５
月　

日�
〜
８
月

16

２
日�

訓
練
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

10

40

訓
練
会
場　

長
野
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
（
長
野
市
吉
田
）

定
員　

各　

名
20

受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
、
教
科

書
代
は
自
己
負
担
。

応
募
資
格

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を

し
て
い
る
方
。

②
全
訓
練
期
間
を
通
し
て
、
精
力

的
に
訓
練
受
講
お
よ
び
就
職
活

動
が
で
き
る
方
。

③
訓
練
期
間
中
ま
た
は
訓
練
修
了

後
に
訓
練
関
係
分
野
に
就
職
す

る
意
欲
を
強
く
持
っ
て
い
る
方
。

※
３
項
目
を
全
て
満
た
す
方
。

応
募
締
切　

４
月　

日�
18

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

入
所
選
考　

４
月　

日�
（
職
業

25

適
性
検
査
、
面
接
）

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�
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��������������
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�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害獣駆除を実
施します。
■害獣巡回駆除
　（ニホンザル、イノシシ）
実 施 日　11日�、25日�
対象区域　栗和田から桜沢にかけた
　　　　　山際
駆除時間　午後１時から概ね２時間

※駆除実施中は、銃器を使用するた
め大変危険ですので、駆除時間には
対象区域に近づかないようご協力を
お願いします。

問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推
進協議会事務局
（市役所農政課内�（22）２１１１
内線２５１、有線２０６４４）

害獣巡回駆除  《４月の実施日程》

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

親子が一緒にすごす時間、短くなっていませんか？

家族の約束事として就寝時間や起床時間を決めたり、

朝ごはんを一緒にとる時間を作るなど、

できることから

家族一緒に生活のリズムの向上に

努める機会を作りましょう。

特に、「３のつく日」は、子どもを見つめましょう。

子どもをしっかり見つめると、

その表情や態度の変化から、

子どもの不安や、悩み

に早く気づくことができます。

明るく健やかな子どもの生活のために

もっと「子どもを見つめよう！」

４月５月は
「子どもを見つめよう！」月間です。
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※
中
野
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
の
風
景
画
や
静
物
画
を
中

心
に
展
示
し
ま
す
。

倉
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恭
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作
陶
展

４
月　
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〜
４
月　

日�
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ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

４
月　

日�
・　

日�
・　

日
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15

19

�
・　

日�
22

※
各
日
演
奏
時
間
は
、
午
後
１

　

時　

分
〜
２
時　

分

30

30

「
び
ん
ち
ょ
う
タ
ン
」
と
江
草

天
仁
展

４
月　

日�
〜
５
月
６
日�

25

館
収
蔵
民
具
展
「
く
ら
し
と
文

化
」

５
月　

日�
ま
で
（
予
定
）

20

※
日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
た

道
具
を
始
め
農
耕
、
養
蚕
な

ど
館
蔵
し
て
い
る
様
々
な
民

具
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

中
野
市
所
蔵
油
彩
画
展

５
月　

日�
ま
で

30

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 ・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)５月10日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)５月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

相
続
登
記
、
抵
当
権
抹
消
登
記

な
ど
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
の
予
約
は
不
要
で
、

無
料
で
す
。

期
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５
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日�
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時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
民
会
館　

号
会
議
室

44

相
談
員　

司
法
書
士

 「
日
替
わ
り　

番
」専
用
電
話
番
号

110

０
２
６ （　

） ２
１
１
０

232

相
談
時
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月
〜
金
曜
日
の
午
後

１
時
〜
４
時

相
談
内
容　
�
労
働�
借
地
借
家

�
登
記
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相
続�
成
年
後
見�
中

小
企
業
法
務

登
記
相
談
所
の
開
設

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９�
２
３
０
２

�

司
法
書
士

無
料
電
話
相
談

県
司
法
書
士
会
司
法
書
士
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

０
２
６ （　

） ７
４
９
２

232

�

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成　

年
２
月　

日
か
ら

19

19

３
月　

日
ま
で
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▼
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
及

び
収
蔵
資
料
の
た
め
、

　

牛
鞍
ほ
か
７
点
〈
草
間
・
小

林
進
三
郎
様
〉

▼
文
化
振
興
の
た
め
、

　

絵
画
２
点
〈
西
・
松
村
勇
夫
様
〉

▼
中
野
地
域
小
学
校
新
入
学
児
童

の
祝
品
と
し
て
、

　

傘
（　

本
）〈
中
野
市
農
業
協
同

427

組
合
様
〉

▼
市
内
各
小
学
校
新
入
学
児
童
の

交
通
安
全
の
た
め
、

　

交
通
安
全
帽
子　
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〈
中
野
ラ

513

イ
オ
ン
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ク
ラ
ブ
様
〉

▼
公
共
施
設
の
充
実
、

　

車
椅
子
（
１
台
）〈
田
麦
・
市
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敏
様
〉
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内
保
育
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新
入
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、
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〉

▼
社
会
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祉
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た
め
、

　

現
金
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万
円
〈
小
布
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㈲
マ
ム
・
シ
モ
ム
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〉
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保
育
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松
川
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よ
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た
か
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し
ろ
）
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絵
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た
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絵
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中
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ロ
ー

83

タ
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ー
ク
ラ
ブ
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〉

▼
卒
業
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し
て
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演
台
〈
延
徳
小
学
校
平
成　
18

年
度
卒
業
生
一
同
様
〉

▼
一
本
木
公
園
（
バ
ラ
公
園
）

が
さ
ら
に
バ
ラ
の
花
で
い
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ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、

　

バ
ラ
苗
木　

本
〈
一
本
木
公

100

園
バ
ラ
の
会
様
〉
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

育児教室

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
 （平成19年３月１日現在）（平成19年３月１日現在）

人　口　４６,４８５人（－21）
　男　　２２,４８０人（－８）
　女　　２４,００５人（－13）
世帯数　１４,８１７戸（－６）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年12月生まれ４月17日�
３か月
健 診

18年８月生まれ４月18日�７か月
健 診

17年９月生まれ４月20日�
１歳 
６か月
健 診

17年３月生まれ４月16日�２ 歳
健 診

16年３月生まれ４月19日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

〈200・400ml献血〉
日時／５月11日�午前11時～正午
会場／市民会館45号会議室
問い合わせ先／健康長寿課

　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供－こだわりが強い、登校拒否、
　　　家庭内暴力、過食など
大人－イライラ、不眠、物忘れ、意
　　　欲減退、 おかしな事を言うなど
日時／５月10日�午後２時～４時
会場／中野保健センター
申込／５月８日�までに健康長寿課
　　　または豊田支所健康福祉課へ

献血にご協力を

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 

　粘土遊びやお絵かきが好きな
女の子で、食べ物はフライドポ
テトとお魚が大好物です。
　これからも健康に育っていっ
てほしいと思います。
(西沢透・麻奈美さん 西町)

西沢 衣  舞 季   ちゃん （３歳１か月）
い ぶ き

マタニティクラス

　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／５月10日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食について

期日／５月15日�
時間／午後１時15分～４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、妊婦体験、
　　　もく浴実習、チャイルドシー
　　　トの装着について

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／４月17日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年12月生まれ
※３か月健診時に行います。

※豊田地域の方も、中野保健センタ
ーで接種を受けられます。

心の健康相談

歯周疾患検診
　40歳・50歳・60歳及び70歳の方を
対象に歯周疾患検診を行います。
　対象者には受診票をお送りします
ので、希望する歯科医院へ予約し、
受診してください。
期間／５月１日�～12月29日�
受診料／40歳・50歳・60歳の方は500

円、70歳の方・生活保護世
帯の方で受付にて証明書を
提示された方は無料

問い合わせ先／健康長寿課

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター >
５月16日�…日野、延徳、平野
　　17日�…高丘、 長丘、 平岡、 科野、 倭
　　18日�…中野

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　（３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 
象
・
接 
種 
方 
法
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中野市働く婦人の家
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１　 平成１９年４月　働く婦人の家だより
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・日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設です。
・働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催したり、職業生活や
家庭生活に関する相談を受けます。
・育成サークル（講座卒業生） 、自主サークルの活動の場として、ご利用いただけます。
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１８年度後期は、パッチワーク講座やペン字講座をはじめ、９の講座を開催しました。

いくつか、講座の様子をご覧ください。↓↓

１９年度前期講座については、４ページに掲載していますのでご覧ください。

　ヘルシーで低カロリーの和食を教えてい
ただきました。普段、自己流で作っている
料理も改めてレシピどおり作ることができ
たのではないでしょうか。
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　クリスマスリースとお正月用のミニ盆栽、
春に向けての土作りなどを教えていただき
ました。これから春に向けて、楽しみが増
える時期になりますね。
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　小さな湯呑みから始まり、きゅうすや茶
香炉、お皿などを作りました。焼き上がっ
た作品を見て、みなさん満足の様子でした。
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平成１９年４月　働く婦人の家だより  ２

　お辞儀の仕方から始まり、ふすまの開閉
の仕方、ふくささばき、盆略点前さらには、
薄茶平点前まで教えていただきました。
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３　 平成１９年４月　働く婦人の家だより

　２月１９日から全４回だけでしたが、ピラテ
ィスの基礎を教えていただきました。
　テレビや雑誌で見たことはあっても、やっ
たことのない人や、名前を聞くのも始めての
方々が集まりました。
　体をしめる意識を教えていただいても、な
かなか意識できず、それを保って動きを作る
ことも案外難しいようです。体のゆがみやた
るんだ体を改めて実感できたようです。

一緒に活動してみたい方、お待ちしています。

興味のある方は一度見学からどうぞ。
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　墨液を水で調墨して、線・面で描く水墨画。
２年前に、講座からサークルになり、月２回
の教室で楽しみながら学んでいます。
初心者の方大歓迎です。先生の丁寧な指導に
より、花・風景画などがすぐに描けるように
なります。
一緒に水墨画を学んで
みませんか。

活動日は
　毎月第２・４金曜日
　夜　７時からです。
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　四季折々の花やグリーンに触れて過ごす、
心なごむ楽しい時間を、貴方も一緒に過ごし
ませんか。
　お待ちしています。

活動日は
　毎月第２・４月曜日
　夜　７時からです。
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　この会は、発足してからもうじき２年です
が、月に３回ほど、社交ダンスを正しい基本
から、一歩一歩先生の指導を受けながら楽し
い仲間作りをしています。
　会員の中には経験者もいます。
　初心者の方、経験者
の方、楽しい友達にな
ってみませんか。

活動日は
　毎週木曜日
　午後１時３０分から
　　　　３時までです。
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　中野友の会は、羽仁もと子創刊『婦人之友』
の読者の集まりです。
　『思想しつつ　生活しつつ　祈りつつ』
　より良い社会と生活を求め学びあっていま
す。

例会　第1月曜日
乳幼児を持つ母親の集ま
り(託児あり)第２月曜日
洋裁教室　第２・４木曜日
その他　生活勉強会、工
芸グループなど



内容持ち物教材費定員日程・時間講座名

就職に何かと役に立つ簿記資格。
まずは３級合格を目指して頑張
りましょう。
勤青ホームと共催です。

筆記用具
実費

(テキスト
代別途)

６
５月８日から20回
毎週火曜日
夜７時から

� �

職
業
講
座

簡単な体操と調整(整体)を行い、
全身の筋力のバランスを整えな
がら強化をして『正しい姿勢』
へ！

タオル１枚500円16
５月８日から10回
毎週火曜日
夜７時30分から

�������
健
康
講
座

おなかや骨盤周りを意識し、強
化するとともに、腰痛の軽減・
予防や肩こりの解消など様々な
効果が狙えます。

ヨガマット
(バスタオル)
飲み物

実費各15

５月９日から８回
毎週水曜日

１．夜６時30分から
２．夜７時45分から

� � � � �
� � � � �

和食料理は、低カロリーでヘル
シーです。旬の食材を使った和
食料理で食生活を見直してみま
せんか。

エプロン3,500円16
５月22日から６回
第２・４火曜日
夜７時から

��������
������

生
活
講
座

カップや湯のみ、花入れを教え
ていただきます。
オリジナル作品を作ってみまし
ょう。

エプロン
ビニール袋1,500円16

５月９日から10回
毎週水曜日
夜７時から

� �

着付けの基本の浴衣から小紋ま
で教えていただきます。夏は浴
衣を着てお祭りなんていいです
よね。
勤青ホームと共催です。

浴衣・肌襦袢・腰紐
裾よけ・半幅帯
伊達締め・帯板
補正用タオル数枚
クリップ

実費６
５月23日から12回
毎週水曜日
夜７時から

� � �

山野草の育て方や草もの盆栽、
庭への植え方などを教えていた
だきます。

筆記用具実費12

４月25日から６回
4/25 5/9.23 6/6
7/4 8/29

午後１時半から

�������

字を書く楽しさ、美しい字を身
につけましょう。
勤青ホームと共催です。

ボールペン
線の無いノート実費８

５月17日から10回
第１・３・５木曜日
夜７時から

� � �

薄茶の点てかた、飲み方、立ち居
振る舞い（お辞儀、ふすまの開け
閉め）など、基本から盆略手前・
薄茶平点前を教えていただきます。

ある方は
ふくさなど2,000円12

５月17日から８回
第１・３・５木曜日
夜７時から

�������

カテドラルウィンドウのクッシ
ョンを教えていただきます。　
素敵なクッションを一緒に作っ
てみませんか。

らしゃばさみ
糸切りバサミ
ものさし
えんぴつ

3,000円16
５月10日から５回
第２・４木曜日
夜７時から

������

平成１９年４月　働く婦人の家だより  ４

◇募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方。(料理講座は男性も可)
������…無料。ただし、各講座の教材費、テキスト代などは受講者負担です。
◇申し込み方法…４月１２日夜７時以降　電話または、直接来館してお申し込みください。定員になり次  

� �������������������

　　　　　　　第閉め切らせていただきます。
　　　　　　　　ただし、はじめてのピラティス講座は、はがきによる抽選とさせていただきます。
　　　　　　　　住所と名前、１部か２部の希望を書いてお申込みください。（４月20日必着）

����������	��������	��

���������	
���������������������
��������������������������	
�������

��������	
��
��

※各講座とも６名に満たない場合は開講を中止することがあります。



　

昨
年
、
毎
日
の
よ
う
に
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
報
道
さ
れ

続
け
て
い
た
大
雪
・
豪
雪
情

報
が
、
今
年
は
う
っ
て
変
わ

り
暖
冬
の
日
々
で
あ
っ
た
。

確
か
に
生
活
す
る
う
え
で
は
、

と
て
も
過
ご
し
や
す
い
日
々

が
送
れ
た
の
は
事
実
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
暖
冬
で
あ

る
と
、
な
ん
だ
か
今
後
怖
い
気
が
す

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
物
理
学
者
の
寺
田
寅
彦

の
地
震
研
究
か
ら
き
た
定
番
名
文
句

「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

を
思
い
出
し
た
。
大
災
害
の
発
生
？

そ
れ
も
今
の
文
明
社
会
が
進
め
ば
進

む
ほ
ど
、
自
然
の
暴
威
に
よ
る
災
害

が
そ
の
激
烈
の
度
を
増
し
、
こ
の
災

害
を
大
き
く
す
る
よ
う
な
要
因
を
つ

く
っ
て
い
る
の
は
私
た
ち
そ
の
も
の

で
あ
り
、
改
め
て
今
自
分
が
で
き
る

こ
と
、
そ
し
て
守
る
べ
き
こ
と
を
常

日
頃
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
私
た
ち
が
こ
の
大
地
の

恵
み
の
深
さ
に
感
謝
し
、
い
つ
ま
で

も
四
季
の
変
化
に
ふ
れ
あ
い
、
融
合

し
、
自
然
に
合
っ
た
暮
ら
し
を
い
つ

ま
で
も
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
さ
あ
新
し
い
年
度
の

始
ま
り
で
す
」
春
爛
漫
ま
ぶ
し
い
日

差
し
を
信
じ
て
、
前
を
向
い
て
進
も

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　
（
Ｋ
・
Ｓ
）
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やわらか素材のフリスビーを使ったニュースポーツ
“ドッヂビー”に初挑戦
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こ
の
と
こ
ろ
、〈
〜
千
の
風
に
な
っ
て　

あ
の
大
き
な
空
を　

吹
き
わ
た
っ
て
い
ま
す

〜
〉
と
歌
わ
れ
て
い
る
新
井
満
さ
ん
の
「
千

の
風
に
な
っ
て
」
が
人
々
の
心
を
惹
き
つ
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
詩
の
原
作
者
は
ア
メ
リ
カ
の
方
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
江
戸
時
代

の
俳
人
小
林
一
茶
も
同
じ
よ
う
な
心
境
を
俳

句
に
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　　
　

花
は
雲　

人
は
け
ふ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　

成
り
に
け
り　

一
茶

　　

新
年
度
を
迎
え
、
出
発
の
時
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

繁
忙
で
あ
っ
て
も
、
落
ち
着
い
て
広
く
深

く
見
通
し
、
確
実
に
そ
し
て
優
し
さ
を
も
っ

た
生
き
方
を
求
め
た
い
。

中
野
市
公
民
館

　
　
　

運
営
方
針

平
成
十
九
年
度
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ざ
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方
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十十十十十十十十十十
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度度度度度度度度度度

平
成
十
九
年
度
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営営営営営営営営営営
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運
営
方
針

　

中
野
市
の
公
民
館
は
、
県
内
の
公
民
館

と
と
も
に
戦
後
い
ち
早
く
先
駆
的
な
活
動

を
展
開
し
、
日
本
の
社
会
教
育
、
生
涯
学

習
の
歩
み
の
中
で
、
地
域
に
根
を
張
り
、

暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
だ
公
民
館
活
動
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
各
地
に
お
い
て
地
域
づ
く

り
や
文
化
の
伝
承
・
創
造
、
環
境
保
全
、

地
域
に
根
ざ
し
た
経
済
活
動
の
活
性
化
、

介
護
、
福
祉
、
男
女
共
同
参
画
等
の
地
域

課
題
の
解
決
の
た
め
、
そ
し
て
市
民
の
学

び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
公
民
館
活
動

は
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
中
野
市
四
公
民
館
が
連

携
し
、
各
館
の
特
性
を
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
四
公
民
館
と
七
十
三
分
館
が
相
補
完

し
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
公
民
館
を

め
ざ
し
、
①
特
色
あ
る
文
化
資
源
の
発
見

と
再
生
、
②
教
育
・
福
祉
・
観
光
な
ど
の

分
野
と
の
連
携
、
③
子
ど
も
た
ち
の
文
化

芸
術
活
動
の
支
援
、
④
文
化
芸
術
と
活
動

に
つ
い
て
の
情
報
発
信
、
⑤
人
材
育
成
、

⑥
地
域
文
化
拠
点
の
活
性
化
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
体
験
活
動

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

◎ 
な
か
の　

市
民
講
座
の
推
進

21

　

今
日
的
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
市
民

の
指
針
を
求
め
、
知
性
を
深
め
て
い
く

た
め
講
座
を
推
進
し
ま
す
。
講
座
の
推

進
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
委

員
と
し
て
参
加
願
い
、
講
座
の
企
画
運

営
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎ 
統
一
成
人
式
の
企
画
・
準
備

　

中
野
地
域
と
豊
田
地
域
が
統
一
し
て

行
な
う
第
一
回
成
人
式
（
平
成
二
十
年

五
月
四
日
（
み
ど
り
の
日
）、
中
野
市
民

会
館
で
挙
行
）
に
向
け
、
企
画
等
準
備

を
す
す
め
ま
す
。

◎ 
冊
子
「
ま
な
ざ
し
」
を
指
針
に
、

子
ど
も
事
業
の
実
践
化
と
そ

の
実
践
記
録
集
作
成
の
推
進

 
◎ 
音
楽
な
ど
の
芸
術
活
動
進
展

の
支
援

 
◎ 
長
野
県
公
民
館
活
動
史
Ⅱ
へ

の
資
料
提
供
な
ど
の
協
力

�
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
学
び
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
の
事
業
を

推
進

�
�
出
あ
い
ど
こ
ろ
、
ふ

れ
あ
い
ど
こ
ろ
、
学
び

あ
い
ど
こ
ろ�
と
し
て
、

誰
も
が
気
軽
に
寄
っ
て

学
習
で
き
る
場
づ
く
り

�
乳
幼
児
の
い
る
ご
家
庭

の
関
心
に
そ
え
る
家
庭

教
育
の
充
実
、
既
に
立

ち
上
が
っ
て
い
る
子
育

て
サ
ー
ク
ル
な
ど
自
主

的
活
動
へ
の
支
援

�
豊
田
地
域
の
よ
さ
を

掘
り
起
こ
し
、
学
び

あ
い
、
広
く
豊
田
地

域
に
つ
い
て
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
な

事
業
の
推
進

�
地
域
の
特
性
や
住
民

ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て

の
講
座
・
学
級
の
開
設

�
公
民
館
活
動
に
取
り

組
む
人
の
和
が
広
が

る
よ
う
な
環
境
づ
く

り

中野市４公民館の主な活動内容中野市４公民館の主な活動内容

�
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
講
座
、
学
級
な
ど
の
開
設

�
二
十
一
世
紀
を
い
か
に
生
き

る
べ
き
か
、
足
元
か
ら
課
題

を
見
つ
け
て
問
い
深
め
て
い

く
た
め
、「
な
か
の　

市
民

21

講
座
」
の
推
進

�
公
民
館
報
『
文
化
な
か
の
』

の
発
行
及
び
芸
能
祭
・
文
化

展
な
ど
の
文
化
祭
の
開
催

�
分
館
と
の
連
絡
、
公
民
館
運

営
審
議
会
、
分
館
長
・
主
事

研
修
会
、
非
常
勤
主
事
会
な

ど
公
民
館
活
動
を
推
進
す
る

に
必
要
な
公
民
館
全
体
に
か

か
わ
る
事
務
・
事
業
の
推
進

�
北
部
分
館
協
議
会
等
と
の
連

携
に
よ
り
集
落
間
の
和
と
交

流
を
図
り
、
利
用
し
や
す
く

学
び
や
す
い
場
づ
く
り
と
実

践

�
子
育
て
サ
ロ
ン
、
様
々
な
体

験
を
取
り
入
れ
親
子
で
参
加

す
る
子
ど
も
教
室
、
高
齢
者

大
学
、
生
き
が
い
講
座
な
ど

の
充
実

�
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
書
道
な

ど
の
趣
味
サ
ー
ク
ル
の
育
成

支
援

● 
重
点
施
策 
●

中央公民館

西部公民館

北部公民館

豊田公民館
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下
小
田
中　

飛
岡　

昇　

竹
内　

晃

東
吉
田　
　

徳
竹
博
幸　

長
崎
寿
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
光
代

 
●
日
野
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

浦
野
寿
文

　

分
館
協
議
会
長　

海
谷
禎
夫

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

間　

山　
　

古
川　

満　

小
林　

優

新　

野　
　

小
林　

健　

小
根
澤
充

高　

遠　
　

土
屋
世
界　

田
川
義
一

更　

科　
　

小
林
正
三　
小
根
沢
美
智
夫

東　

山　
　

海
谷
禎
夫　

岩
本
定
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐
秀
栄

 
●
延
徳
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

高
橋
富
栄

　

分
館
協
議
会
長　

金
子
隆
明

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

桜　

沢　
　

山
本
国
雄　

小
林
清
高

大　

熊　
　

小
林　

昇　

金
子
政
幸

北
大
熊　
　

柴
本　

厚　

柴
本
重
治

篠　

井　
　

金
子
奉
由　

中
村
昭
二

新　

保　
　

金
子
隆
明　

黒
岩
宏
光

小　

沼　
　

小
林
啓
治　

渡
辺
和
也

　

非
常
勤
主
事
会

　

会　

長　

高
橋
富
栄
（
延　

徳
）

　

副
会
長　

小
林
成
雄
（
豊　

田
）

　

中
野
市
分
館
協
議
会

　

会　

長　

上
原　

勝
（
深　

沢
）

　

副
会
長　

金
子
隆
明
（
新　

保
）

　

副
会
長　

高
野
郁
夫
（
西
江
部
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

 
●
中
野
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

丸
山
康
雄

　

非
常
勤
主
事　
　

高
野　

達

　

分
館
協
議
会
長　

小
林
幸
雄

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

中　

町　
　

東　

英
司　

小
林
武
男

西　

町　
　

佐
藤
彰
男　

関　

泰
二

東　

町　
　

小
林
幸
雄　

島
田
高
明

松　

川　
　

吉
谷
澄
夫　

奈
良
和
夫

東
松
川　
　

清
水
芳
明　

若
原
茂
生

普　

代　
　

市
川
博
三　

菅
沼　

繁

栗
和
田　
　

武
田
清
隆　

竹
内
正
人

一
本
木　
　

小
坂
恵
恒　

高
橋
恵
一

西　

条　
　
稲
澤
庸
太
郎　

小
林
久
三

上
小
田
中　

布
施
谷
昌
之　

山
田　

清

 
●
平
野
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

小
池
剛
司

　

分
館
協
議
会
長　

高
野
郁
夫

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

東
江
部　
　

大
坂
正
光　

丸
山
正
信

西
江
部　
　

高
野
郁
夫　

上
野
尚
登

岩　

船　
　

平
山　

明　

塩
崎　

守

吉　

田　
　

清
水　

稔　

竹
内
秀
明

片　

塩　
　

鈴
木
政
行　

永
峯
優
介

七　

瀬　
　

小
林　

巧　

池
田　

稔

　

泉　
　
　

佐
藤
智
弘　

河
村
芳
徳

長　

嶺　
　

渡
邉
俊
明　

西
澤
平
紀

 
●
高
丘
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

酒
井　

久

　

分
館
協
議
会
長　

北
澤
吉
信

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

安
源
寺　
　

永
井
正
男　

永
井　

茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
和
幸

栗　

林　
　

北
原
新
一　

神
田
英
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
よ
し
江

牛　

出　
　

鈴
木　

覚　

有
賀
健
一
郎

立
ケ
花　
　

須
崎
太
郎　

寺
瀬
賢
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

章

草　

間　
　

中
村
敏
幸　

金
井
克
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
重
春

日　

和　
　

北
澤
吉
信　

小
林
達
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
憲
義

大　

俣　
　

馬
場　

正　

阿
藤
和
彦

 
●
長
丘
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

�
橋
幸
司

　

分
館
協
議
会
長　

高
山
利
明

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

田　

麦　
　

高
橋
義
昭　

高
橋　

貢

厚　

貝　
　

藤
澤
繁
男　

藤
澤
孝
光

壁　

田　
　

渋
川
好
文　

小
林　

章

古　

牧　
　

高
山
利
明　

秋
山
一
己

 
●
平
岡
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

阿
部
仁
士

　

分
館
協
議
会
長　

清
水
善
正

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

新　

井　
　

篠
原
光
好　

藤
沢　

衛

若　

宮　
　

内
堀
良
徳　

田
中
豊
美

竹　

原　
　

徳
永　

勉　

武
田
俊
和

金　

井　
　

佐
野　

茂　

宮
入
秋
良

南
間
長
瀬　

山
口
光
雄　

霜
鳥
明
彦

北
間
長
瀬　

中
島　

茂　

土
屋
一
由

東
笠
原　
　

小
川　

誠　

山
崎
文
夫

西
笠
原　
　

清
水
善
正　

田
中　

満

長
元
坊　
　

加
藤　

敦　

竹
内　

厚

 
●
科
野
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

池
田
寛
信

　

分
館
協
議
会
長　

上
原　

勝

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

赤　

岩　
　

小
林
康
道　

湯
本
祐
輔

　

越　
　
　

清
水
正
男　

小
林
武
文

深　

沢　
　

上
原　

勝　

山
口
勇
三

 
●
倭
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

柴
垣
顕
郎

　

分
館
協
議
会
長　

倉
田　

浩

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

柳　

沢　
　

倉
田　

浩　

山
田
美
子

田　

上　
　

三
井
松
夫　

割
田
登
志
男

岩　

井　
　

割
田
弘
道　

山
岸
正
英

岩
井
東　
　

池
田
信
一

牧
ノ
入　
　

前
田
正
己

 
●
豊
田
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

小
林
成
雄

　

分
館
協
議
会
長　

三
井
善
登

分
館
名　
　

分
館
長　
　

分
館
主
事

上
今
井　
　

神
田　

寿　

小
林
義
徳

替　

佐　
　

宮
澤
和
良　

沼
田
拓
也

笠　

倉　
　

関
富
美
男　

割
田
正
和

　

硲　
　
　

三
井
善
登　

小
林
和
彦

奥
手
山　
　

佐
藤
春
雄

美　

沢　
　

平
山　

積

穴　

田　
　

土
屋
良
美　

岡
村　

寛

毛
野
川　
　

長
澤
良
一　

西
澤　

豊

南
永
江　
　

伝
田
耕
一　

小
林
博
幸

北
永
江　
　

中
村
一
郎　

高
野
順
一

西　

組　
　

中
村
正
典　

大
内
巧
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
野
茂
和

三　

俣　
　

市
川
一
行

赤　

坂　
　
西
野
準
一
郎

豊
田
深
沢　

清
水
敏
男

平
成
十
九
年
度　

中
野
市
公
民
館

非
常
勤
主
事
・
分
館
協
議
会

分
館
役
員
（
分
館
長
・
主
事
）
名
簿

 ・
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　�
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は�
晋
平

少
年
少
女
合
唱
団
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
現
在
団
員
四
十

八
名
と
な
り
、
県
下
で
第
三
番
に

大
き
な
合
唱
団
と
な
り
ま
し
た
。

晋
平
先
生
の
生
誕
百
年
を
記
念
し

て
結
成
さ
れ
た
合
唱
団
で
、
今
年

で
二
十
年
を
迎
え
ま
す
。
年
々
招

待
演
奏
が
多
く
な
っ
て
一
段
と
忙

し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

団
の
子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
で
多

く
の
ス
テ
ー
ジ
を
こ
な
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
五
月
十
四
日
に
は
、
十
三

年
に
一
回
と
い
う
長
野
県
少
年
少

女
合
唱
祭
（
中
野
大
会
）
が
あ
り
、

市
民
の
み
な
さ
ま
方
の
ご
協
力
を

得
て
、
大
成
功
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の

ス
テ
ー
ジ
の
中
で
は
、
高
野
辰
之

先
生
の
生
誕
百
三
十
年
を
記
念
し
、

東
京
混
声
合
唱
団
の
人
た
ち
と
長

野
市
民
会
館
の
同
じ
ス
テ
ー
ジ
で

演
奏
で
き
ま
し
た
。
指
導
者
の
山

崎
浩
先
生
の
編
曲
さ
れ
た
曲
「
中

野
小
唄
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
が
会
場
の

聴
衆
か
ら
絶
賛
を
浴
び
、
子
ど
も

た
ち
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
は
、
練
習
の
合

間
に
中
山
晋
平
先
生
の
『
い
の
ち

短
し
恋
せ
よ
お
と
め
』
の
撮
影
で

全
員
の
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ

な
場
面
に
出
演
す
る
た
め
、
多
忙

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

合
唱
団
員
数
も
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
今
の
う
ち
な
ら
ま
だ

入
団
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
さ

れ
る
お
子
様
が
お
い
で
で
し
た
ら
、

毎
週
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら
四
時

の
間
に
中
央
公
民
館
音
楽
室
ま
で

見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
さ
ら
に
練
習
を
重
ね
て
、

ま
す
ま
す
美
し
い
歌
声
を
求
め
、

活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

団
長　

内
田　

光
子

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

　

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
等

の
明
細
帳
を
み
る
と
、
江
戸
時

代
を
通
し
て
水
害
常
襲
地
で
あ

っ
た
。
し
か
も
土
地
は
浅
地
旱

損
地
、
皆
畑
村
で
あ
る
。
と
く

に
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
八

月
の
大
満
水
で
は
全
村
二
一
戸

こ
と
ご
と
く
流
失
し
、
死
者
八

名
を
出
し
、
千
曲
川
沿
い
の
低

地
か
ら
現
在
地
へ
住
居
替
え
を

し
た
の
で
あ
る
。

　

荒
れ
狂
う
千
曲
川
と
い
う
自

然
の
猛
威
の
前
に
、
人
々
は
な

す
術
が
な
か
っ
た
。
精
魂
こ
め

た
作
物
も
皆
無
、
奪
わ
れ
た
人

命
も
枚
挙
に
暇
が
な
い
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。
人
々

が
頼
る
も
の
は
神
仏
の
み
で

あ
っ
た
。

　

昭
和
初
期
ま
で
集
落
中
央
に

観
音
堂
（
現
公
会
堂
）
が
あ
っ

た
。
内
に
は
大
き
な
仏
壇
が
二

つ
並
ん
で
お
り
、
両
方
と
も
主

尊
は
観
音
様
で
あ
り
、
周
辺
に

は
大
小
様
々
な
観
音
様
が
大
切

に
置
か
れ
て
い
る
。
信
仰
の
深

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

人
々
が
観
音
様
の
福
音
に
あ

ず
か
る
に
は
、
そ
れ
を
必
要
と

す
る
時
た
だ
一
度
、
観
音
の
御

名
を
称
え
る
、
心
に
念
ず
る
、

礼
拝
、
こ
の
何
れ
で
も
よ
い
の

で
あ
る
。
観
音
様
は
直
ち
に
そ

の
人
を
救
っ
て
く
れ
る
と
い
う

庶
民
的
な
教
え
で
あ
る
。
庭
に

は
念
仏
供
養
塔
（
天
明
八
年
）

も
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
　

松
沢　

邦
男

４４

　

牛
出
分
館
は
、
市
の

西
側
の
玄
関
口
の
立
ヶ

花
橋
か
ら
北
へ
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
下
流
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
以
前
は

四
十
戸
足
ら
ず
の
小
さ

な
、
し
か
し
大
変
ま
と

ま
り
が
よ
い
集
落
で
し

た
。
近
年
は
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
、

道
路
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
新
し
い
家

が
建
ち
、
今
で
は
六
十
戸
以
上

に
増
え
ま
し
た
。

　

分
館
事
業

も
時
代
と
共

に
変
遷
を
遂

げ
て
参
り
ま

し
た
。
以
前

お
盆
に
行
な

わ
れ
た
水
神

様
の
お
祭
り

や
、
桃
の
花

見
等
は
材
料

の
麦
わ
ら
が

無
く
な
っ
た

り
、
桃
の
木

が
少
な
く
な

っ
た
り
し
て

中
止
に
な
り
、

そ
れ
ら
に
代
わ
っ
て
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
等
の
球
技
大
会
や
趣
味

の
会
の
舞
踊
等
が
新

し
く
行
な
わ
れ
て
お

り
、
中
で
も
舞
踊
は

毎
週
練
習
に
励
み
、

秋
の
文
化
祭
を
始
め
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
発
表
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
又
そ
の

他
に
は
、
文
化
施
設

の
見
学
や
、
館
報
の

発
行
、
講
演
や
勉
強

会
、
し
め
縄
作
り
や

子
ど
も
た
ち
の
思
い

出
作
り
の
ど
ん
ど
焼

き
等
の
事
業
を
行
っ

て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

牛
出
分
館
長　

鈴
木　
 
覚

ふ
る
さ
と
の
歴
史

晋
平
少
年
少
女
合
唱
団

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

どんど焼き（１月14日）どんど焼き（１月14日）

住
居
替
え
し
た
牛
出
村

牛 出 分 館
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 「
執
着
心
捨
て
よ
」
の
占
ひ
は
砂
吐
き
き
れ
ぬ
浅
利
の
心

昨
日
ま
で
の
時
間
掴
む
や
う
に
ゴ
ム
手
袋
に
残
る
指
あ
と

誰
の
事
想
ひ
て
ゐ
し
や
漠
然
と
夏
柑
の
袋
溶
け
る
ま
で
噛
む

あ
た
た
か
な
雨
が
わ
が
家
の
屋
根
濡
ら
し
少
し
あ
と
か
ら
夕
暮
れ
は
来
る

振
出
し
に
戻
る
気
配
の
春
の
宵
三
寒
四
温
の
す
き
間
風
吹
く

『
三
寒
四
温
の
春
』　
　
  　

小
田
中　

中
山 
喜
助

読
者
ふ
れ
あ
い
広
場

読
者
ふ
れ
あ
い
広
場

力作が勢ぞろい
第26回中野市民書道展

市民書道展 入選作品展
内　容　第26回中野市民書道展　特選作品の展示

場　所　中央公民館１階 展示コーナー

 ４中央公民館　 月展示コーナー

■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ● ■ ●

職
員
人
事

中
央
公
民
館

　

副
館
長　

宮
澤　

文
男

主
任
主
事　

鈴
木　
　

貴

（
本
年
度
か
ら
）

主
任
主
事　

戸
田
の
り
子

（
本
年
度
か
ら
）

　
　

主
事　

滝
沢　

盛
文

　
　

主
事　

綱
嶋　

一
貴

　
　

嘱
託　

町
井　

博
憲

〈
転
出
〉

主
任
主
事　

小
野
今
朝
彦

　
（
子
育
て
課
へ
）

　
　

主
事　

小
林　

美
季

（
上
下
水
道
課
へ
） 館長　丸山　邦夫

北
部
公
民
館

　
　

主
事　

徳
竹　

真
章

（
本
年
度
か
ら
）

　
　

臨
時　

笠
松　

宏
之

　
　

臨
時　

下
田
佳
壽
子

〈
転
出
〉

　

副
主
幹　

松
本　

則
夫

　
  （
社
会
教
育
主
事
）

（
図
書
館
へ
） 館長　樋口　新一

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

西
部
公
民
館

館長　畔上　義男

 （
西
部
文
化
セ 
ン 
タ 
ー 
）

豊
田
公
民
館

館長　黒崎　和重
（本年度から）

 （
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

三
月
三
十
一
日
、
四
月
一
日

の
両
日
、
第
二
十
六
回
中
野
市

民
書
道
展
を
中
央
公
民
館
講
堂

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
市
内
の
書
道
愛
好
者

や
市
内
の
書
道
グ
ル
ー
プ
に
所

属
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
作
品
が

一
堂
に
会
す
本
書
道
展
に
、
今

年
度
出
品
さ
れ
た
方
は
百
四
十

七
人
（
一
般
の
部 
四
十
三
人
、

小
中
学
生
の
部 
百
四
人
）。
そ

の
中
か
ら
、
一
般
の
部
で
二
十

一
人
、
小
中
学
生
の
部
で
五
十

九
人
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
一
般
の
部
で
特
選
と

秀
作
に
入
選
さ
れ
た
方
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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○
無
鑑
査

　
　

山
岸
み
わ
子
（
厚
貝
）

　
　

土
屋
と
し
美（
間
長
瀬
）

○
特　

選

【
中
央
公
民
館
長
賞
】

　
　

藤
沢
美
恵
子
（
新
井
）

【
書
道
如
水
会
長
賞
】

　
　

黒
川
め
ぐ
み
（
西
町
）

【
特
選
】

　
　

黒
川　

洋
子
（
厚
貝
）

　
　

小
林
ふ
み
子
（
若
宮
）

　
　

渡
辺　

栄
子（
長
野
市
）

　

副
主
幹　

小
林　
　

厚

　
　

臨
時　

水
津　

和
也

　
　

臨
時　

小
橋　
　

薫

（
本
年
度
か
ら
）

〈
転
出
〉

　
　

臨
時　

横
田　

愛
子

  
（
豊
田
支
所
窓
口

   
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
）

　
　

主
査　

戸
島　

裕
司

　
　

臨
時　

丸
山
み
ち
子

〈
退
職
〉

　
　

館
長　

市
村　

尚
人

○
秀　

作

　
　

島
田
喜
勢
子
（
田
麦
）

　
　

荒
井
二
三
子
（
新
保
）

　
　

池
田　

初
子
（
新
保
）

　
　

松
本　

恵
子
（
東
吉
田
）

　
　

小
林　

和
代
（
中
町
）
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今月の伝言板

■親子体験教室 「あるある探検隊」
　親子、家族で自然体験・農業体験・伝統行事の体験
活動にチャレンジ。楽しい思い出つくっちゃおう！
日　時　５月12日～平成20年１月中旬 (全７回予定)
　　　　（土曜日を中心に活動を予定しています）
場　所　北部公民館 ほか野外
定　員　親子（小学生）30組
参加料　無料（ただし、傷害保険加入のため若干）
申込み　４月16日(月)から受付を開始します

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

受講者募集

■日本語教室
　来日して間もない外国出身の方が、日常会話や簡単
な読み書きを学んでいただける教室です。（日本語を
教えていただけるボランティアも募集しています。）
<昼コース> ４月10日から毎週火曜日 （祝日除く）
　　　　　　　午後１時30分～午後３時30分
<夜コース> 毎月第２･４日曜日 午後７時～午後９時
場　所　中央公民館　　　受講料　無料
申込み　中央公民館で随時受付します
■教養講座 「初級英会話講座」
　外国人講師を囲んで、簡単な日常会話が学べます。
英会話を始めてみたい方は気軽にお申込みください。
日　時　４月17日(火)～平成20年３月中旬
　　　　　毎週火曜日 （祝日除く）午後７時～午後９時
場　所　中央公民館　　　受講料　無料
講　師　市内中学校の英語指導助手（ＡＥＴ）
申込み　初回４月17日に受付します（以降は随時受付）
■高齢者大学
　教養や趣味の幅を広げ、社会参加に向けた生きがい
づくり・仲間づくりにお役立てください。
日　時　４月26日～平成20年３月中旬(講座は全17回)
　　　　　午後１時30分～午後３時
場　所　中央公民館 講堂　　　受講料　無料
申込み　開講日の４月26日に受付（以降は随時受付）
＜当面の予定（第１回～第３回）＞

①４月26日(木)　開講式及び音楽鑑賞（筝の演奏）
　　　　　　　　　滝沢 仁子　先生
②５月10日(木)　 「千の風になって―老いて思うこと」
　　　　　　　　 元中野市立図書館長 芳川 公勇 先生
③５月24日(木)　 「軽運動」　山本真理子　先生
■生きがいづくり講座 「生活の中の書」
　暮らしの中で筆書きする機会は多いもの。その時に
困惑しないよう毛筆に親しんでいただく講座です。
日　時　５月中旬～６月下旬（全６回）
　　　　　午後１時30分～午後３時30分
場　所　中央公民館
講　師　教育書道家、書道如水会会長  太田 舛次 先生
対　象　書道初心者、毛筆で書く経験の少なかった方
定　員　20人　　　持ち物　書道用具一式
受講料　無料（ただし、教材費として200円）
申込み　４月16日(月)から受付を開始します

≪今月号の表紙の写真≫ ３月10日豊田公民館「軽スポ
ーツを楽しもう」で行なった“ドッヂビー”体験教室

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

参加者募集

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

参加者募集
■生きがいづくり講座   「ヨガ ・ エクササイズ」
　ヨガで心とからだを育ててみませんか。本来のあな
たを甦らせてくれる効果が期待できます。
日　時　４月24日､５月1日､8日､15日､22日､29日､６月５日
　　　　毎週火曜日 （全７回）午後７時30分～午後９時
場　所　西部公民館　　　講　師　宮� 栄子　先生
定　員　30人　　　受講料　無料
申込み　４月17日(火)から受付を開始します

■教養講座「初級英会話講座（前期）」
　英会話を学びたいとお考えの方、まずは当講座で英
語の雰囲気に慣れることから始めてみませんか。
日　時　４月10日～７月17日　毎週火曜日
　　　　　午後７時～午後９時
場　所　豊田文化センター　　　受講料　無料
講　師　市内中学校の英語指導助手（ＡＥＴ）
申込み　４月９日(月)までに（以降は随時受付)

受講者募集
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